
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
《令和 6 年度 研究成果報告書》 

  長崎伝習所  



 



 

        

 

 

 

 

総長あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

運営委員からのメッセージ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

長崎伝習所概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

長崎伝習所の活動記録(運営委員会、塾長会議など) ・・・・・・・・・・・ 8 

塾研究成果報告 11 

 「はじめて」の地域活動やってみよう塾 塾長 林田 慎一 13 

 ながさき山城・砦 探検魅力発信塾 塾長 山喜 邦次 19 

 渋谷・長崎歴史文化情報発信塾 塾長 倉持 基 31 

つながり事業成果報告 59 

 若者向け特別講座 Me-revo・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 60 

若者まちづくりチャレンジ補助金成果報告 63 

 誰でもふらっと立ち寄れるコミュニティセルフカフェ「よりみち」・・・・ 64 

 アフリカにある国ってどんな国だろう？・・・・・・・・・・・・・・・ 66 

資料編 69 

 塾卒業者数の変遷・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 71 

 フォローアップ塾の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 84 

若者まちづくりチャレンジ補助金の概要・・・・・・・・・・・・・・・ 86 

長崎伝習所要綱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 87 

令和６年度版 ポスター・チラシ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 89 

 

目    次 

-1-



長崎伝習所 40 周年に向けた新たなチャレンジ 

 

『長崎伝習所』は、幕末に多くの人材を輩出した「海軍伝習所」「医学伝習所」

などに由来し、昭和 61年に設立して以来、人材のネットワークづくりと地域の

活性化につながる人材育成の場として、様々な取組みを行ってきました。 

長崎伝習所の柱である『塾事業』では、長崎を魅力ある元気なまちにするため

に市民と行政が力を合わせて活動を行い、設立 39 年目となった令和 6 年度ま

でに、累計309の塾による様々な活動が行われ、卒業した塾生の総数は延べ10,386人となりました。

これら塾の中には、卒業後もそれぞれで活動を続け、長崎のまちづくりに貢献していただいている塾も

ございます。 

さて、令和６年度は、長崎で２つの塾、東京で 1 つの塾が活動し、うち２つの塾が令和 5 年度に引

き続き活動されました。今年度新規の塾として「『はじめて』の地域活動やってみよう塾」では、はじ

めて地域活動に挑戦する人に向けマニュアルを作成しました。継続塾としては、「ながさき山城・砦 探

検魅力発信塾」が中近世の山城を調査・研究し、魅力を SNS や冊子により発信し、「渋谷・長崎歴史

文化情報発信塾」では江戸時代後期から明治時代に長崎で商売や勉強をしたのちに名を挙げた偉人の東

京での足跡に関する情報発信するなど、それぞれのテーマで調査、研究、そして実践活動に取り組んで

いただきました。 

また、令和 6年度はより多くの若い世代の参画を目指し、まちづくりにチャレンジする若者を応援す

る「若者まちづくりチャレンジ補助金」の整備や、若者が地域や社会に目を向けて行動するきっかけと

なるよう、先進的な取組みでご活躍されている方々をお招きした講座「特別講座 Me-revo」などを実

施しました。特に、特別講座 Me-revo は３回開催し、３０代以下の参加者割合が平均４０％を超える

など、一定若い世代にリーチすることができたものと考えています。 

令和７年度は、長崎伝習所が４０周年を迎える節目となります。これまでの取組に加えて４０周年記

念事業や時代の変化に対応した見直し等に取り組んでいきたいと考えております。 

結びに、塾長をはじめ塾生の皆さまのご努力と、お忙しいなかご指導いただきました運営委員の皆さ

ま、並びに、長崎伝習所の活動にご協力をいただきましたすべての皆さまに対しまして、心から厚く御

礼申し上げます。 

  

長崎伝習所 総長 鈴 木 史 朗  
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 今年度は継続塾が2つ、新しい塾が1つだけという塾数

は少ないスタートでしたが、それを上回るようなパワーで、

各塾ともに熱心に楽しみながら活動されて、素晴らしい成果

を残していただけたこと、とてもうれしく思っています。各

塾独自の趣向を凝らした活動報告からは、みなさんの長崎へ

の愛、まちを良くしたい！という思いを感じることができま

した。 

毎年蓄積されていく報告書は、長崎市の財産です。長崎伝

習所の活動が未来の長崎の元気につながることを願っていま

す。 
●運営委員 座長 河村 規子 

 

長崎のマチをフカボリした塾生の皆様へ。 

塾活動を始める前と今見える、感じる、長崎の景色はどの

ような変化があるか、また『成功』の結果ではなく、自分か

ら動いたことの素晴らしさを是非みなさんの声で発信してい

ただけたらと思います。 

体験に勝る成長はない！ 

これからも『好き』を強みにまちづくりに足を突っ込み続

けてくださいね♡ 

今年も素晴らしい塾生の皆様に出会えたことに感謝の気持

ちでいっぱいです。 
●運営委員 阿部 美和子 

 

皆様、１年間の塾活動お疲れ様でした。 

顔を合わせ、計画を練り、探求して成果物にまで仕上げる

まであっという間だったのではないでしょうか。ぜひ皆様の

熱をこの先も絶やさず保ち続けていただければと思います。 

塾の活動は始まったばかりです！皆様の活動の継続と益々

の発展を心より願っております。 

●運営委員 長瀬 圭将 

 

運営委員からのメッセージ 
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市民活動が活発なまちとは、どんなまちでしょうか。市民

活動を経済活動と切り分け、ただの趣味・ボランティアと括

ってしまってはもったいない。今では、中学・高校生が総合

的な学習の時間で「探求学習」に取り組んでいます。これは

まさに、子どもから大人まで人生における「マイテーマ」を

持ちましょう、というメッセージだと感じています。 

長崎伝習所で市民活動を盛り上げ、若い人が夢を持ち、大

人がワクワクしているまちにしていきましょう。 

●運営委員 森 恭佑 

 

長崎の魅力発信、課題解決へ、特色あるテーマに沿って１

年間、活動された塾の皆様お疲れさまでした。市民と行政に

よる街づくりに力を尽くされたことに改めて敬意を表しま

す。 

 歴史に埋もれそうな「宝」の掘り起こしや、地域活動へ

の参加を促す取り組みなど、テーマは様々でしたが、いずれ

も長崎のこれからを明るく照らす成果に違いありません。 

 伝習所の皆様が、更なる街づくりへ取り組みの裾野を広

げていかれることを切に願います。 

●運営委員 渡邊 暁生 
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denden 

長 崎 伝 習 所   Nagasaki Denshusho               
 

長崎には、「このまちをもっとよくしたい！」「大好きな長崎のために何かやりたい！」という熱い思

いや、「こんなことをやったらいい！」というユニークな発想を持つ市民の方が大勢います。そのよう

な市民の皆さんのエネルギーと自由な発想こそが、魅力的な長崎を創りあげる原動力となります。 

長崎伝習所は、そのような熱意とアイディアを持つ人々や、それに共鳴する人々が集まり、協力して

活動できる場となります。テーマごとに市民の皆さんが「塾」を設置し、塾生を募集して、塾長を中心

に市民と行政が協働で「塾」事業を展開しています。 

 

 

 

長崎伝習所は、市民と行政が有機的に連携することにより、人材の育成・ネットワークづくりと政策

を生み出す活動を行い、地域の活性化と発展に寄与することを目的としています。名称の由来は、幕末

期に長崎に設置された「海軍伝習所」や「医学伝習所」などからきているもので、その輝かしい歴史に

学ぼうという意味が込められています。 

 

 

 

長崎伝習所は、昭和61年度に人材のネットワークづくりと地域の活性化を目的に、異業種交流の場

として、海洋開発、都市デザイン、バイオテクノロジーなどをテーマに「塾」が設置され、しだいに長

崎の再生を模索する幅広い活動の場となってきました。 

昭和 63年の「ふるさと創生1億円」を基に、平成元年度に「長崎伝習所基金」を創設し、市民と行

政が有機的連携を強化することにより、人材の育成と政策を生み出す活動を行い、もって長崎の再生と

創造に寄与することを目的とする「長崎伝習所」の活動に充てています。 

設立以来、長崎を魅力ある元気なまちにするために、市民と行政が力を合わせて研究活動を行い、こ

れまでに延べ300を超える塾が活動を展開し、塾卒業生は延べ1万人を超えています。 

また、平成23年度から令和4年度にかけて、市民の皆さんが日本のトップクラスの方と接する機会

を設けることにより、視野を広め、長崎の活性化に向けて行動するきっかけとなることを目的に、各界

の著名人の方にプロデュースをお願いする、自分新化講座を開催いたしました。令和6年度からは、若

者向けにリニューアルした特別講座 Me-revo と称し、先進的な取組を行っている方々を講師に招いた

講座を開催しています。 

 

 主な卒業塾の活動状況 

・紅塾 

…「一般社団法人長崎ウーマンズ・ウォークラリー」としてウォークラリーの開催 

・Ｎｏ！ドメスティック・バイオレンス塾 

…「NPO 法人DV防止ながさき」として、DV防止啓発、被害者支援等 

・伝統工芸塾(銀細工、現川焼、長崎刺繍、長崎の染め、ステンドグラスの5塾) 

…歴史文化博物館の体験工房で活動  

長崎伝習所の目的 

設立からの経緯 
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塾テーマの選定から塾の運営まで、すべてを市民自らの手で行うのが、長崎伝習所「塾」の特色です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「塾」といっても、誰かに教えてもらうところではありません。市民の皆さんから長崎のまちづくり

につながる企画や塾長を公募し、運営委員による審査会を経て、「塾」を設置。その趣旨に共感、共鳴

する市民の皆さんが集まり、調査研究やイベント、実践活動など様々な活動を展開しながら、魅力的な

まちづくりを進めていこうというものです。 

 

●塾 ………………… 市民が主体となって、自主的、自律的に活動する場 

塾 長 ………… 塾運営の責任者 

塾 生 ………… 塾のテーマに基づき活動する参加者 

塾事務局員 …… 塾と行政とのパイプ役になる市職員 

●運営委員会 ……… 設置する塾の審査や塾の活動内容等についてのアドバイス等を行う機関 

  

  

「塾」とはこんな場所 

運営体制 

 

 

 

 

 
  

運営委員会 

（市民代表） 

総長 

（長崎市長） 

事務局 

(市民協働推進室) 

○○塾 
塾長・塾生(市民) 

事務局員(市職員) 

 

伝 崎 習

う 
長 所 

塾事業 

つながり事業 

・特別講座 
・若者まちづくり 
チャレンジ補助金 
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11～12 月 塾テーマ・塾長 募集  市民の皆さんから「塾」活動企画を募集 

  

 

 塾長候補者が応募用紙に目的、研究・活動内容、対象

塾生、塾開催運営方法、成果品内容、連携したい部署、

予算などを書いて応募。 

 

2 月上旬 審 査 会  運営委員による審査会で新年度活動塾を決定 

  

 

 塾長応募者からのプレゼンテーションで審査により

決定。 

 

継続申請(2・3年目) 

塾活動は単年度事業が原則ですが、活動を継続する場

合、継続申請し、運営委員会の審査を受け、継続を決

定。 

 

4 月 塾 生 募 集  広く市民に呼びかけ、塾生を募集 

   塾の趣旨に共鳴、共感し、一緒に活動する塾生を募集。

4月下旬に塾生を確定。 

 

5 月 開 所 式  塾生が一堂に会し、塾活動をスタート 

   塾長と塾生の初顔合わせの開所式を開催。開所式後に

第1回塾会議を行い、連絡体制や役割分担、定例会の

日程や場所等を決め、塾活動開始。 

 

10 月 中 間 報 告 会  塾の活動状況を運営委員会に報告 

   塾活動の状況を運営委員会に報告し、以降の活動への

アドバイスを受ける。 

 

3 月 長崎伝習所まつり  各塾の活動の歩み・成果を広くアピール 

   塾活動の成果を広く市民の皆さんなどに知っていた

だくために「長崎伝習所まつり」(成果報告会)を開催。 

 

3 月 成果報告書作成  塾活動の成果・提言をまとめた成果報告書を作成 

   各塾の成果・提言をまとめた成果報告書を作成し、長

崎伝習所ホームページ上で公開。 

 

● ● ● ● ● 卒業塾の活動 ● ● ● ● ● 

卒業後 フォローアップ補助金  卒業塾の活動支援 

   伝習所卒業後 2 年間は塾の自立促進のために設けら

れている「長崎伝習所フォローアップ補助金」の申請

が可能。サポートを受けながら、活動を継続し自立を

図る。 

 

「塾」活動の流れ 

自立して活動する塾 
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令和 6 年度 長崎伝習所活動記録 

日  時 場  所 内   容 

令和 6年 

4 月 26 日（金) 

18:30～ 

長崎市役所 2階 

市民利用会議室 

第 1回塾長・事務局員会議 

「塾」の運営、伝習所まつりについて ほか 

4 月 26 日(金)  令和 6年度塾生募集締切 

新規 1塾、継続 2塾（うち東京塾 1塾） 

5 月 21 日(火) 

18：30～ 

長崎市役所 2階 

多目的スペース 

令和 6年度「塾」開所式 

6 月 14 日(金) 

18：30～ 

 

長崎市役所 2階 

多目的スペース 

第 1回 Me-revo  

「SWITCH to HOPE 

－社会の課題をみんなの希望へ変えていく－」 

講師：田口 一成氏 

（株式会社ボーダレス・ジャパン 代表取締役） 

9 月 20 日(金) 

18：30～ 

長崎市役所 2階 

多目的スペース 

第 2回 Me-revo 

「“生きる”を、進化させる。 

相互扶助のこれからのかたち」 

講師：矢田 明子氏 

(株式会社 CNC 代表取締役) 

10 月 15 日(火) 

18：30～ 

長崎市役所 2階 

市民利用会議室 

中間報告会 

「塾」活動の進捗状況を運営委員会へ報告、交流 

11 月 14 日(金) 

18：30～ 

長崎市役所 2階 

多目的スペース 

第 3回 Me-revo 

「６つの国４つの言葉で育って見えた発見と 

多様性のお話し」 

講師：キリーロバ・ナージャ氏 

（株式会社電通 クリエーティブ・ディレクター/絵本作家）  

11 月 21 日(木) 

18：30～ 

長崎市役所 13 階 

中会議室 

第 1回伝習所まつり実行委員会 

・日程、会場、スケジュール、各塾企画、全体イベント 
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令和 7年 

1 月 10 日(金) 

18:30～ 

長崎市役所 13 階 

中会議室 

第 2回伝習所まつり実行委員会  

・会場レイアウト、全体イベント、チラシ等 

2 月 2日(日) 

13：00～ 

長崎市役所 2階 

多目的スペース 

令和 7年度「塾」審査会(審査員：運営委員会) 

新規塾 2塾、継続塾 1塾の応募 

⇒全て採択 

3 月 5日(金) 

18：30～ 

長崎市役所 7階 

中会議室兼記者会見室 

第 3回伝習所まつり実行委員会 

・オープニングステージイベント、当日スケジュール 

3 月 15 日(土) 

11：30～15：00 

ベルナード観光通り 長崎伝習所まつり(成果報告会) 

オープニング、成果品贈呈、各塾紹介、パネル展示、 

各塾イベント開催 

 

 

 

  

開所式①(5/24) 開所式②(5/24) 

  

第 1回 Me-revo ①(6/14) 第 1回 Me-revo ②(6/14) 
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第 2回 Me-revo ①(9/20) 第 2回 Me-revo ②(9/20) 

  

第 3回 Me-revo ①(11/14) 第 3回 Me-revo ②(11/14) 

  

伝習所まつり①(3/15) 伝習所まつり②(3/15) 

  

伝習所まつり③(3/15) 伝習所まつり④(3/15) 
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塾 研 究 成 果 報 告 
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「はじめて」の地域活動 

やってみよう塾 
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塾長 林田 慎一 

■ 塾長コメント ■ 

この塾の活動をすることで、これまでの活

動では出会えなかった仲間と出会えました。

長崎市の事業としての活動は一度区切りをつ

けますが、この塾を通じて出来たつながりを

活かして、これからも「長崎を盛り上げたい

けど何から始めてみたら良いかわからない」

という人のきっかけになれたらと思います！ 

 

■ 塾の目的 ■ 

地域でなにか活動してみたいけど、何から

初めていいのかわからないといった方を対象

とし、同じ思いを持つ仲間とともに地域活動

について学びながら、活動をゼロから企画し

て実践していきます。塾生それぞれが地域活

動を始めるきっかけとなることを目指しまし

た。 

 

■ 塾の研究・活動内容 ■ 

①塾会議 

「はじめて」地域活動をやってみようとい

う人が集まった塾のため、「何をするか」

「どう決めるか」という２つの課題がありま

した。塾長が塾生に教えるのではなく、「共

に 創 っ て い

く」という仕

組みも会議の

中で合意形成

を図っていき

ました。 

②事例研究（視察＆講演会） 

何から始めて良いのかわからない。なので、

まずは地域活動の先輩の話を聞きに行こう！

ということで、伝習所の運営委員でもある、

阿部美和子先生のイベントへの視察とともに、

講演をお願いしました。活動初期の段階での

視察は、塾生同士の一体感を高める上でも、

非常に効果的でし

た。何か地域活動を

始めてみようという

方は、早い段階での

視察をオススメで

す。 

③勉強会（ワークショップ）の開催 

 塾会議で決めた「〇〇で長崎を盛り上げた

い」というテーマでワークショップを開しま

した。後述の「KPT シート」を使い、できる

こと・課題・挑戦してみたいことを、個人ワ

ークとグループワークを通して、まとめまし

た。一般参加の方も巻き込み、「自分だけで

は得られない」

考えやアイデア

にたどり着く方

法を学びまし

た。 

④地域課題のヒアリング 

 当初、長崎全体を盛り上げたい！という思

いでアイデア出しを行っておりましたが、

「地域活動」という趣旨を再考し、特定の地

域に絞り課題の下記２か所のヒアリングを実

施しました。 

長崎市みなと青壮年部深堀は、「深堀恵比

寿カキ祭りに対する広報」が課題。伊王島漁

協・伊王島朝市会は、観光客と漁業を結びつ

ける仕組みが課題との意見を聞くことができ

た。 
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⑤勉強会（スキルアップ）の実施 

 ④であげた課題解決のため、広報動画作成

のスキルアップを

目的に、長崎大学

の北 村助教を 招

き、勉強会を開催

した。 

 

⑥地域とのコラボ事業の実施 

 ④で出た課題を解決するため。そして、⑤

で得たスキルを実践で発揮するため、深堀と

伊王島でコラボ事業を実施した。 

・「深堀恵比寿カキ祭り」とのコラボ事業 

当日の出店者の取材動

画を編集し、会場で放映

することで、回遊を促し

た。 

 

（↑作成した広報動画） 

・「伊王島モニターツアー」事業 

漁業を楽しんでもらうため、魚を釣り、開

いて干物を作るモニターツアーを実施し、ア

ンケート結果にまとめた。 

 

・伝習所まつりでワークショップを実施 

塾で実施したワークショップを当日も実施。 

一般参加の方に

も地域活動を考

えるきっかけを

作りました。 

■ 塾活動の成果 ■ 

 本塾の趣旨でもある、地域活動に興味はあ

るけれど、一歩を踏み出せない人の「０→１」

のきっかけにしてもらうためには、歩んだ軌

跡をまとめたマニュアルにして、多くの人に

見てもらうことがよいのでは。という結論に

至り、「はじめて」の地域活動の始め方とい

うマニュアルを作成しました。 

 

本マニュアル抜粋は下記のとおりです。 

・本塾の軌跡を７STEP に整理 

 

■ 本塾からの提言 ■ 

１．地域活動へのハードルを下げてほしい 

地域活動のプレイヤーが固定化しているよ

う感じます。新たなプレイヤーが生まれるた

め、「長崎のために何かしたい」その思いを

共有する場だけであると良いと思います。 

２．地域活動は好きなことで実践してほしい 

地域活動は、私財と時間を費やすので、

「地域のため」の前に「好きなこと」で無い

と持たないと思います。サポート側も、その

点を理解することで、地域活動が持続可能な

ものになると考えます。 
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「はじめて」の地域活動やってみよう塾 活動記録 

日  時 場  所 内   容 

令和 6 年 

5 月 21 日(火) 長崎市役所 第 1 回塾会議。自己紹介と今後の流れ等を決定 

6 月 12 日(水) 長崎市民会館 第 2 回塾会議。第 1 回勉強会や年間活動予定を決定 

6 月 15 日(土) にこっと 
視察。第 1 回勉強会に向けた取材を行ない、地域活動を実践

している人や参加者の想いに触れた。 

6 月～7 月 オンライン 第 1 回勉強会のワークショップ担当で打合せ。 

7 月 24 日(水) 長崎市立図書館 
第 3 回勉強会。第 1 回勉強会前の打ち合わせ。アジェンダ案、

ワークショップのやり方などを決定。 

8 月 4 日(日) 長崎市民会館 
第 1 回勉強会。阿部美和子先生による講演と「○○で長崎を

盛り上げたい」というテーマでワークショップを実施した。 

8 月 26 日(月) 長崎市民会館 
第 4 回塾会議。第 1 回勉強会で出てきたやりたいことをどう

実践するかを話し合った。 

11 月 11 日(月) 長崎市民会館 
第 5 回塾会議。伝習所の塾として出来ること・出来ないこと

の説明。制限の範囲で何が出来るか決めた。 

11 月 20 日(水) 長崎市民会館 
第 6 回塾会議。商店街や漁協など、連携して地域のために活

動できる先を見つけた。 

11 月～1 月 各所 
思案橋商店街・西彼南部漁協・伊王島朝市会・みなと青壮年部

深堀に課題と連携可能性をヒアリング。 

令和 7 年 

1 月 8 日(火) 長崎市民会館 

第 7 回塾会議。商店街や漁港関係者との課題ヒアリング結果

を共有。第 2 回勉強会で広報動画作成方法の勉強会を開くこ

とを決定。 

1 月 22 日(火) 長崎市民会館 
第 8 回塾会議。第 2 回勉強会と深堀・伊王島でのアウトプッ

トと伝習所まつりの内容について打合せ。 

1 月 23 日(水) 長崎大学 
長崎大学情報データ科学部の北村助教へ訪問。第 2 回勉強会

の内容について相談と打合せ。 

1 月 26 日(日) 伊王島総合開発センター 
第 2 回勉強会。長崎大学の北村助教指導のもと、地域の広報

動画の作成方法を学ぶ。 

2 月 19 日(水) 長崎市民会館 
第 9 回塾会議。深堀・伊王島との連携事業と伝習所まつりに

ついて打合せ。 

2 月 22 日(土) 深堀漁港・沖之島漁港 
午前は深堀恵比寿カキ祭りの取材と広報動画の作成と上映。

午後は伊王島モニターツアーを実施。 

3 月 5 日(水) オンライン 
第 10 回塾会議。伝習所まつりと成果物の準備の役割分担を行

った。 

3 月 12 日(水) ランタナ 伝習所まつり準備（資料確認・印刷） 

3 月 14 日(金) ランタナ 伝習所まつり準備（印刷） 

3 月 15 日(土) ベルナード観光通り 伝習所まつり。成果報告とワークショップを実施。 
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塾生の感想（塾会議について） 

伝習所の会議は市役所周辺にて定期的に開

催されていました。参加者達は様々な意味で

異なる立場を持つメンバーながらも、長崎を

良くするための一歩を踏み出したいという思

いは共通しています。地域活動の実例の学習

や各々の視点からの発想の交換は実に視野の

広がる良き学びの場でもありました。 

この会議で交換され培われた知識・知恵や

絆が皆の、そして長崎の幸福に繋がることを

願い、次の一歩を踏み出したく思います。 

 

塾生の感想（第１回勉強会について） 

先生の講演で印象に残ったのは「５メート

ルを楽しく」です。長崎を盛り上げるには何

をしたらいいのか、と考えると大きすぎてな

かなか動けないけど、先生は身の回り５メー

トルを楽しくすることから始めると仰ってい

ました。実際に先生は講話を聞いていた私た

ちを引き込み、楽しい会になりました。お話

が上手で憧れます。難しく考えず、まず身の

回りを少しずつ開拓し、できることを見つけ、

長崎を盛り上げる地域活動に繋がるよう努力

していきたいです。 

 

塾生の感想（ワークショップついて） 

やりたいことを付箋に貼って可視化するこ 

とで具体的に何をしたいのか、やるのかがは

っきりしてきた。グループでやることで他の

人の考えも聞け、自分にはない発想で長崎を

盛り上げる為の新たなアプローチがあるのだ

と気づけた。結果、数珠繋ぎのように色んな

アイデアが出て、ワクワクする時間となった。 

各グループの発表も含めて、長崎を盛り上げ

たい人の熱量を感じ、私自身も何をやりたい

のか見えてきた。 

塾生の感想（第２回勉強会ついて） 

北村助教に動画作成の事を教えて頂き、自

分で実際に動画を作ってみました。作成時間

は短い時間でしたが、なんとか形になるもの

だなと思いました。「何をアピールしたいか」

をまずはっきりさせて、材料を集め、動画の

仕上げのイメージを明確にする事が大事だと

いう事がこの勉強会での大きな気づきでした。 

 

塾生の感想（ワークショップついて） 

「深堀恵比寿カキ祭」とのコラボでしたが、

当塾では塾長のつながりを使い、事前にSNS

での露出や地元ケーブルテレビの取材を行っ

ていただきカキ祭りの事前 PR を行った。前

回学んだ動画作成技術を駆使して、当日の様

子を PR 動画としてまとめ、各所で PR を行

った。このカキ祭りも年々ステークホルダー

を増やし、規模を拡大しているが、そんな中

でも、この塾がこれまで培ったつながりや技

術で PR に貢献出来たと思う。私も、塾の仲

間のように、つながりや出来ることを少しず

つ増やし、楽しみ続けることも地域活動に繋

がるのでないかと思っている。 

 

塾生の感想（伊王島モニターツアーについて） 

「自分たちでおいしい魚を釣って、さばいて

干して焼いて食べる」体験モニターツアーを

実施しました。家族で参加された小さなお子

さんも安全面に注意しながら獲物（あらかぶ）

をゲット。参加者からは「釣り楽しか～！！」

の声も上がりました。その後、加工場に釣っ

た魚を持っていき、不慣れな魚さばきにチャ

レンジ。乾燥機で１時間待ち。次の日に食べ

ましたが、自分で苦労して釣った魚の味は格

別でした。 
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「はじめて」の地域活動やってみよう塾 

塾長 林田 慎一 

1 深堀 陽水 21  41  

2 石橋 朋矩 22  42  

3 橋本 一郎 23  43  

4 並木 あおい 24  44  

5 中田 貴之 25  45  

6 嘉松 可奈子 26  46  

7 谷川 哲章 27  47  

8 本田 絢乃 28  48  

9 一ノ瀬 良知 29  49  

10 前田 洋子 30  50  

11 竹内 裕二 31  51  

12  32  52  

13  33  53  

14  34  54  

15  35  55  

16  36  56  

17  37  57  

18  38  58  

19  39  59  

20  40  事務局員 
市民協働推進室 

川口 育美 
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ながさき山城・砦 探検魅力発信塾 
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塾長 山喜 邦次 

 

■ 塾長コメント ■ 

まずは 2 年目も「山城」の活動を行わせて

頂き感謝申し上げます。今年度は新たな塾生

も入り、非常に意欲的に活動を行う事が出来

たと感じています。来年度もまたさらにパワ

ーアップして活動を継続していきたいと考え

ておりますので、何卒よろしくお願い致しま

す。 

1 年間山城についての活動を行う中で、ま

だまだ地域に眠っている遺構や伝承がたくさ

ん残っている事を実感しました。地域にとっ

てそれらは大切な遺産であり、また継承して

いくべきものであるものと考えます。 

来年度は地域の方々とより連携を取りなが

ら、地域の歴史の探索と継承について取り組

んでいきたいと思っております。 

 

■ 塾の目的 ■ 

長崎県内の「歴史遺産」とも言える「中近

世山城・砦」跡は現在分かっているだけでも

約 600 か所以上、長崎市内だけでも約 50 か

所も存在します。しかしそのほとんどは地域

でも知られていないことが多く、忘れ去られ

埋もれているのがほとんどの現状であると言

えます。 

長崎市内では、「鳥山城(西浦上地区)」、

「狭田城(江平地区)」、「武功山尾根突端砦

(蛍茶屋近く)」、「桜馬場城(片淵)」、「日見

城(日見地区)」、「茂木秋葉山砦(茂木地区)」、

「俵石城(深堀町)」、「高浜城(高浜町)」、

「福田城(福田本町)」等々の山城遺構が存在

し、400 年以上も前の姿を今も残しています。

これらの山城はかつてその地域に存在した領

主らの活動を示すものでもあります。 

このように「埋もれた」歴史遺産とも言え

る山城にスポットを当てて探索、周知活動を

行い、「山城」を新たな地域の魅力、まちあ

るき・観光資源の一つとすることを目的とし

て塾活動を行っております。 

■ 塾の研究・活動内容 ■ 

 当塾では①山城や周辺地区の探索、②歴史

についての文献調査・講師による研修会、③

冊子、パンフレット、アクリルキーホルダー

の作成等の活動を行いました。 

①山城や周辺地区の探索 

 今年度は東長崎地区、南長崎地区、福田・

柿泊・手熊地区、神浦地区、琴海地区、長崎

市中心部「六丁町跡」の山城及び遺構を探索

しました。 

 東長崎地区では「古賀地区まちづくり協議

会」の渡邊一則様から地域の歴史についてお

話をお伺いし、「日見城」「古賀館」「古賀

城」「上戸石城」「満城」の探索を行いまし

た。福田・柿泊・手熊地区では「NPO 法人 

21世紀夢倶楽部」鈴木律男様から実際に現地

を案内して頂き、「宮尾城」「福田城」「キ

リシタン墓」等の探索を行いました。南長崎

地区探索では「長崎石鍋記録会」東貴之様と

一緒に現地を探索し、「高浜城」や深堀地区

の探索、「俵石城」等の探索を行いました。 

 また、琴海地区では昨年に引き続き「形上

地区まちづくり協議会」の方々と一緒に「舞
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岳城」の探索会を行いました。 

 

②歴史についての文献調査・講師による研修

会 

 梅雨の時期や夏季は野外での活動が難しい

ため、座学を行いました。長崎市の山城につ

いては情報が少なく、「どじょう会」様の調

査報告書をはじめ、郷土誌等様々な情報を集

めました。また林隆弘先生からは「長崎市の

山城について」山城の基本的な事柄から教え

て頂き、とても貴重な研修会となりました。 

 

③冊子、パンフレット、アクリルキーホルダ

ーの作成 

 今年度行った探索活動をまとめた冊子、パ

ンフレットの作成を行いました。当時の様子

をわかりやすく示すために想像再現イラスト

を作成しています。 

 アクリルキーホルダーは、昨年度が長崎領

主「長崎甚左衛門純景」であったため、今年

度は深堀領主「深堀純賢」をキャラクターと

して使用して作成しました。 

■ 塾活動の成果 ■ 

今年度も多くの地区と山城を探索すること

ができました。また塾生の方々が非常に積極

的に参加され、一緒に山城の魅力を楽しむこ

とができたのではないかと思われます。 

伝習所まつりではこれら山城の探索を通じ

てその魅力を長崎市内の方々に発信すること

ができました。住んでいる地域の魅力を別の

視点から再発見するきっかけになればと考え

ております。 

山城の想像再現図については、より当時の

様子を想像しやすいようにある程度俯瞰図と

して作成しました。現在ではなかなか予想で

きない当時の姿を知ることができますので、

是非冊子の方をご覧ください。 

↓戸石地区想像再現図 

 

↓永禄 8 年(1565 年)福田浦の戦い 

 

長崎市内の山城遺構は知名度が低く、埋も

れた歴史となりつつあります。しかし山城遺

構は 400年以上も前の当時の様子をそのまま

残している貴重な遺構であり、実際に自分の

目と足で確かめることができる大変ロマンの

ある遺構でもあります。地区の歴史遺構の一

つとして是非、周知・保存・継承を行い、ま

ちづくりの資源の一つとして残していくこと

ができればと考えています。 
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ながさき山城・砦 探検魅力発信塾 活動記録 

日  時 場  所 内   容 

令和 6 年 

5 月 22 日(水) 長崎市立図書館 第 1 回塾会議。 

6 月 1 日(土) 市民会館小会議室 「山城についての紹介」。 

6 月 9 日(日) 桜馬場城周辺 桜馬場城周辺探索会。 

6 月 15 日(土) 市民会館小会議室 探索報告、今後の探索スケジュールについて。 

7 月 6 日(土) 林隆弘先生 講演会 
鳴滝高校教諭 林隆弘先生を招いて山城について講

演会。 

7 月 20 日(土) 市民会館小会議室 
「松浦党」についての勉強会。探索について打ち合

わせ。 

7 月 28 日(日) 「県庁跡地～勝山町」 「県庁跡地～勝山町」探索会。 

8 月 2 日(金) 三川町周辺 「鳥山城」が位置する三川町周辺の遺構を探索。 

8 月 3 日(土) 長崎市立図書館 日見城についての情報収集。 

8 月 17 日(土) 市民会館小会議室 探索振り返り。 

9 月 7 日(土) 市民会館小会議室 福田城関連資料について勉強 

9 月 8 日(日) 日見城 日見城探索会 

9 月 28 日(土) アマランス会議室 
探索振り返り。福田、手熊、柿泊地区探索打ち合わ

せ。 

9 月 29 日(日) 福田地区 福田城と福田地区の探索会。 

10 月 12 日(土) 市民会館小会議室 探索振り返り。 

10 月 13 日(日) 手熊、柿泊地区 宮尾城、館山、キリシタン墓碑等探索。 

10 月 26 日(土) 市民会館小会議室 探索振り返り。 

11 月 2 日(土) 市民会館小会議室 東長崎地区の歴史について勉強会 

11 月 10 日(日) 神浦地区 神浦城、大城、田中城等探索会。 

11 月 16 日(土) 鷹ノ巣石鍋製作所跡 鷹ノ巣石鍋製作所跡 探索会。 

11 月 16 日(土) 市立図書館会議室 探索振り返り。 

11 月 24 日(日) 戸石地区 上戸石城、満城、戸石の六地蔵塔等探索会。 

12 月 7 日(土) 市民会館小会議室 探索報告。南長崎地区探索打ち合わせ。 
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日  時 場  所 内   容 

12 月 8 日(日) 深堀地区、高浜城 深堀地区、高浜城探索会。 

12 月 15 日(日) 古賀地区 古賀地区探索会。 

12 月 22 日(日) 俵石城 俵石城探索会。 

令和 7 年 

1 月 12 日(日) サステナプラザ エコ講座、伝習所まつり・来年度の活動について。 

1 月 19 日(日) 舞岳城(形上町) 舞岳城探索会。 

1 月 25 日(土) 市民会館小会議室 伝習所まつり打ち合わせ。 

1 月 26 日(日) サステナプラザ 伝習所まつり打ち合わせ。 

2 月 1 日(土) 市民会館会議室 伝習所まつり打ち合わせ。 

2 月 16 日(日) サステナプラザ及び zoom 伝習所まつり打ち合わせ。 

3 月 1 日(土) 市民会館小会議室 伝習所まつり打ち合わせ。 

3 月 15 日(土) ベルナード観光通り 伝習所まつり 
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〇成果物パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇成果物アクリルキーホルダー 
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ながさき山城・砦 探検魅力発信塾 

塾長 山喜 邦次 

1 藤原 久郎 21  41  

2 稗圃 健史 22  42  

3 山口 雄二 23  43  

4 平柳 道子 24  44  

5 川添 美知子 25  45  

6 福田 浩一 26  46  

7 島田 博志 27  47  

8 山口 忠彦 28  48  

9 藤瀬 光子 29  49  

10 山口 優子 30  50  

11 永田 勇太郎 31  51  

12 田中 初季 32  52  

13 川島 健市 33  53  

14 石丸 京子 34  54  

15 楠 麻衣子 35  55  

16  36  56  

17  37  57  

18  38  58  

19  39  59  

20  40  事務局員 

中央総合事務所 

総務課 

本田 航貴 
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渋谷・長崎歴史文化情報発信塾 
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塾長 倉持 基 

 

■ 塾長コメント ■ 

塾長である私は東京出身ですが、本業は長

崎の古写真研究（私たちの研究グループでは

「歴史写真学」と呼称）を専門とする大学教

員のため、長崎にはいずれ恩返しがしたいと

学生の頃から常々考えていました。また、私

は渋谷区のコミュ二ティＦＭ「渋谷のラジオ」

の番組『渋谷龍馬会』でパーソナリティを務

めています。そのため、私は職業柄、長崎と

関わりのある歴史上の人物のご子孫に知り合

いが多く、更に歴史関係の研究者やエンター

テインメント系の協力者も多いことから、

“歴史・文化×情報発信”をコンセプトに、

情報発信の中心地である渋谷から、一般的に

はあまり知られていない江戸/東京における長

崎の歴史・文化を発信し、東京にお住まいの

方々には東京から遠く離れている長崎を身近

に感じてもらうとともに、長崎出身の方々へ

は郷土愛を呼び覚まし、また、今まで長崎と

繋がりのなかった人たちには長崎に興味や親

しみを持ってもらい、実際に長崎を訪れるき

っかけなることを願って「渋谷・長崎歴史文

化情報発信塾」を企画しました。 

 

■ 塾の目的 ■ 

本塾は、地域の歴史と文化を掘り下げ、そ

れを広く発信することを目的に活動していま

す。また、長崎と東京という、地理的には遠

く離れた二つの地域の歴史的つながりや文化

的交流に焦点を当て、両地域の魅力を再発見

し、それを未来へと伝える架け橋となること

を目指しています。 

 

■ 塾の研究・活動内容 ■ 

昨年度の本塾は、近代以前に長崎に生まれ、

江戸/東京に足跡を残した歴史的人物」を研究

対象とし、成果物としてその中の６名に関す

る冊子を作成しましたが、本年度は、主に長

崎外に生まれて長崎で成長し（ここでいう

「成長」とは、長崎で学んだり技を磨いたり、

商売に励んで名を広めたり評価を上げたりし

たことを意味します）、その後、江戸/東京で

足跡を残した歴史上の人物に関する経歴や事

象、出来事、ゆかりの場所・土地を調べ、記

述して情報化し、成果物（冊子）にまとめて

いくという作業を行いました。なお、本塾で

は、長崎で成長した人物を“長崎育ち”の人

物と定義づけています。 

本年度の塾活動では、江戸時代から近代に

かけての長崎の存在価値を多角的に分析する

とともに、現代における長崎と江戸/東京の歴

史・文化交流の可能性についても探究しまし

た。特に、江戸時代の長崎を通した情報の流

れや、江戸/東京における海外文化の受容と発

展のプロセスに注目し、それぞれの地域が人

物を通してどのように歴史の中で相互に影響

を及ぼし合ってきたのかを検討しました。 

また、本年度はフィールドワークや資料調

査を通じて、新たな史実や文化的背景を明ら

かにすることにも努めました。“長崎育ち”

の偉人たちの長崎における異文化交流に関す

る資料を精査し、明治以降の東京における外

国文化との接点を調査しました。その結果、
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両地域のつながりが単なる一時的な交流では

なく、時代を越えて多層的に継続しているこ

とが明らかになりました。 

さらに、本塾では研究成果を地域社会と共

有することを重要視し、コミュニティＦＭや

オンライン活動を通じて広く情報発信に努め

ました。特に、若い世代に対して歴史や文化

への関心を持ってもらうためのワークショッ

プを開催し、参加者とともに学びの場を作る

ことができました。 

今後の活動の方向性としては、長崎・東京

でさらに多くの方々と連携し、歴史や文化に

関心を持つ人々のネットワークを広げること

を目標としています。また、国際的な視点か

らも長崎と東京の交流を考察し、日本と海外

の歴史的関係についての理解を深めていく予

定です。地域の歴史を掘り下げることで、現

代社会における新たな価値を見出し、それを

次世代に継承することが、本塾の果たすべき

役割であると確信しています。 

 

■ 塾活動の成果 ■ 

本年度の塾活動は、最初に本年度の塾の目

的と方法を塾長と塾生との間で共有化し、さ

らに塾生の関心事と今後のスケジュールの確

認作業を行い、本年度の塾の目的に合致する

歴史上の人物の選定作業から始め、人物が出

揃ったところで、それらの人物の資料・情報

の収集を開始しました。 

そして、本年度の研究対象人物の調査・資

料収集を行う一方で、昨年度の成果物で取り

上げた人物の記述内容のブラッシュアップ作

業も同時並行で行い、既に記述された情報に

磨きをかけ、その後見つかった資料や情報を

追加・整理すると共に、引き続き地域を歩い

てフィールドワークも行いました。 

さらに、昨年度・本年度とスポットを当て

た長崎偉人と、まだ研究対象にはなっていな

い他の多くの長崎偉人たちの江戸/東京での足

跡を示すマップを作成し、東京２３区別に住

所・最寄り駅・位置を記述しました。これは、

東京には多くの長崎所縁の地があることを認

識してもらい、長崎に思いを馳せ、その地を

実際に訪れてもらうことを目的としています。 

以上のような調査・研究活動の結果、次の

ような結論に至りました。長崎は江戸時代、

日本で唯一海外との窓口を持つ都市として発

展しましたが、出島を通じてオランダや中国

との交易が行われ、医学・科学・芸術など、

多くの西洋文化がこの地から日本に伝えられ

ました。一方、江戸や明治期の東京では、長

崎を経由してもたらされた西洋文化が吸収さ

れ、都市の発展や近代化に大きく寄与しまし

た。例えば、蘭学者たちが長崎で得た知識を

江戸や東京へ持ち帰り、日本の近代医学の発

展に貢献したことはよく知られています。ま

た、美術や音楽、建築といった文化の領域で

も、長崎を起点とする影響が見られます。江

戸/東京が受けた長崎の歴史や文化、それを橋

渡ししたものこそ、昨年度そして本年度の本

塾で研究対象としたような歴史上の偉人たち

であったということを強く実感することがで

きました。 

最後に、本塾の活動を支えてくださった関

係者の皆さまに深く感謝申し上げます。本塾

は来年度も活動を継続し、さらなる発見と発

信を続けていく所存です。これからも、長崎

と東京の歴史的・文化的なつながりを深める

ための研究やイベントを企画し、多くの方々

とともに学びの場を広げていきたいと考えて

います。引き続き、皆さまのご支援とご協力

を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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渋谷・長崎歴史文化情報発信塾 活動記録 

日  時 場  所 内   容 

令和 6 年 

5 月 21 日(火) リモート 長崎伝習所開所式にリモートで参加。 

5 月 25 日(土) ともながクリニック（新宿） 
第１回塾会議：塾の目的や活動内容の確認、役割分

担の決定。 

6 月 15 日(土) ともながクリニック（新宿） 

講演会：西洋流火術鉄砲隊保存会（高島流砲術）会

長の勝田真幸さんを講師にお迎えしての講演会。

講演後には勝田さんと塾生とで質疑応答。 

7 月 20 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：６月の定例会で塾生に出した宿題「今年度

の当塾で取り上げていきたい人物や場所」につい

て、塾生に報告してもらう。また、その報告に対す

る質疑応答や討論を行った。 

8 月 10 日(土) 
新宿ビルディング（貸会議

室） 

ミーティング兼役員会：成果物（冊子）に取り上げ

る人物について、役員で選考。 

8 月 17 日(土) ともながクリニック（新宿） 

講演会：榎本武揚玄孫・榎本隆一郎さんを講師にお

迎えしての講演会。講演後には榎本さんと塾生と

で質疑応答。 

8 月 26 日(月) 
新宿アイランドタワー（貸会

議室） 

ミーティング兼役員会：９月に行うフィールドワ

ークに関する打合せ。資料の検討や案内人の手配

など。 

9 月 21 日(土) 中央区築地周辺 
中央区築地周辺の長崎人ゆかりの場所のフィール 

ドワークを参加塾生全員で行う。 

10 月 16 日(水) 
FEEEP 新宿東口（三丁目）店

（貸会議室） 

ミーティング兼役員会：収集した資料や撮影した

写真の整理作業、および次回定例会の内容を検討。 

10 月 26 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：９月のフィールドワークの報告と、本年度

の成果物（冊子）で取り上げる歴史上の人物とその

担当者を決定。 

11 月 30 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：本年度の成果物（冊子）で主に取り上げる

歴史上の人物について執筆を担当する各担当者

に、資料・情報の収集状況や執筆状況など、各担当

者から現時点での途中経過を報告してもらい、今

後の対応策について話し合う。また、2025 年３月

に開催される今年度の長崎伝習所まつりにおける

当塾の企画について、塾生からの意見を聞く。 

12 月 14 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：３名の塾生に、自分が担当している歴史上

の人物の資料や調査状況に関する話を聞いて、塾

生で討論。 
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日  時 場  所 内   容 

令和 7 年 

1 月 13 日(土) 
FEEEP 新宿東口（三丁目）店

（貸会議室） 

ミーティング兼役員会：今後の冊子制作と編集作

業に関する打合せ。 

1 月 18 日(月) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：前月とは別の３名の塾生に、自分が担当し

ている歴史上の人物の資料や調査状況に関する話

を聞いて、塾生で討論。 

2 月 1 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：前月、前々月とは別の３名の塾生に、自分

が担当している歴史上の人物の資料や調査状況に

関する話を聞いて、塾生で討論。 

2 月 15 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：さらに別の３名の塾生に、自分が担当して

いる歴史上の人物の資料や調査状況に関する話を

聞いて、塾生で討論。 

3 月 1 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：成果物（冊子）掲載文の最終チェックと長

崎伝習所まつりの当塾ブースで行う展示、映像、ト

ークなどのチェックを行う。また、研究成果報告書

に関する討議も実施する。 

3 月 8 日(土) ともながクリニック（新宿） 

勉強会：長崎伝習所まつりの当塾ブースで行う展

示、映像、トークなどの最終チェック、および研究

成果報告書に関する最終チェックを行う。 

3 月 15 日(土) ベルナード観光通り（長崎） 長崎伝習所まつりに参加。 

3 月 22 日(土) 
FEEEP 新宿東口（三丁目）店

（貸会議室） 

ミーティング兼役員会：長崎伝習所まつりの報告、

成果物（冊子）の配布状況の確認、予算執行状況の

確認などを行う。 

3 月 30 日(日) 渋谷区桜丘 渋谷桜丘桜まつりで研究発表。 
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 本年度の成果物『長崎偉人の江戸･東京開花(2024年度版)』について 

 

本年度は、主に「長崎外に生まれて長崎で成長した人物（長崎で学んだり技を磨いたり、商売

に励んで名を広めたり評価を上げたりした人物＝長崎育ちの人物）」に着目し、彼らの生涯や功績

を詳しく調査することにしました。具体的には、日本初の産科医である楠本イネ（1827～1903）、

土佐藩出身の政治家である佐々木高行（1830～1910）、長崎で海援隊を結成した坂本龍馬

（1836～67）、長崎海軍伝習所の二期生である榎本武揚（1836～1908）、長崎を拠点に事業

を展開したトーマス・ブレーク・グラバー（1838～1911）、石川島造船所の創立者である平野

富二（1846～92）、日本の近代女子教育の第一人者である石井筆子（1861～1944）、長崎出

身の実業家である梅屋庄吉（1869～1934）、そして日本で初めて国際的な名声をつかんだオペ

ラ歌手である三浦環（1884～1946）の 9名に焦点を当て、研究対象としました。これらの人

物がどのように長崎での経験を糧にし、それぞれの分野で輝かしい業績を挙げて東京に足跡を残

したのかを探ることを目的とし、成果物としての冊子を制作しました。なお、平野富二、石井筆

子、梅屋庄吉については長崎生まれであるため（石井筆子は大村藩出身）、厳密には本年度の研究

対象とは異なりますが、塾生の関心の高さや“長崎育ち”という視点を重視し、特別に研究対象

に加えることとしました。 

それぞれの人物の足跡と功績の詳細については、本塾が発行した冊子『長崎偉人の江戸・東京

開花（2024年度版）』に掲載されています。本冊子では、各偉人の生涯や業績を多角的に分析し、

当時の社会背景とともに詳しく解説しています。内容は次の通りです（括弧内は執筆者）。 

 

1. はじめに（倉持基） 

2. “長崎育ち”の偉人たち(1)…楠本イネ（朝長修、中村奈美、佐藤正子） 

3. “長崎育ち”の偉人たち(2)…佐々木高行（末松康春） 

4. “長崎育ち”の偉人たち(3)…坂本龍馬（倉持基） 

5. “長崎育ち”の偉人たち(4)…榎本武揚（榎本隆一郎） 

6. “長崎育ち”の偉人たち(5)…トーマス・ブレーク・グラバー（小曽根淳二） 

7. “長崎育ち”の偉人たち(6)…平野富二（本間一之） 

8. “長崎育ち”の偉人たち(7)…石井筆子（髙山美枝子、佐々木信子） 

9. “長崎育ち”の偉人たち(8)…梅屋庄吉（倉知志帆） 

10. “長崎育ち”の偉人たち(9)…三浦環（斎藤達章） 

11. 終わりに（小曽根淳二） 

 

次頁から、『長崎偉人の江戸・東京開花（2024年度）』に書かれた内容を基に作成された研究

成果発表用のポスターをご覧いただき、研究成果の一片を垣間見ていただければと存じます。な

お、研究成果発表用のポスターは、本塾塾生の上田佳代子さんにデザインや構成にも工夫を凝ら

しながら丁寧に作成していただきました。 
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 『長崎偉人の江戸・東京開花（2024年度版）』表紙 
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 楠本イネ① 
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 楠本イネ② 
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 佐々木高行① 
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 佐々木高行② 
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 坂本龍馬① 
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 坂本龍馬② 
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 榎本武揚① 
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 榎本武揚② 
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 トーマス・ブレーク・グラバー① 
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 トーマス・ブレーク・グラバー② 
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 平野富二① 
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 平野富二② 
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 石井筆子① 
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 石井筆子② 
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 梅屋庄吉① 
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 梅屋庄吉② 
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 三浦環① 
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 三浦環② 
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 塾生の感想 

 

 榎本隆一郎（榎本武揚玄孫） 

榎本武揚・五代目子孫として、私なりの（かなり個人的な）武揚像を描いてみました。長崎に関係ない部分

は大幅に省いていますので、そこにご興味おありの方は、また別の機会にぜひ、お願いいたします。 

 

 倉知志帆 

今回は東京塾ですので、梅屋庄吉さんの関東での足跡とゆかりの地を追ってみました。長崎さるく君が出張でお

供してくれました。機会をいただけて、楽しくフィールドワークでき勉強にもなりました。ありがとうございました。 

 

 佐々木信子（上野彦馬曽孫） 

昨年の上野彦馬の孤独な作業から、今年はメール、Facebook、LINEで連絡を取りながらの協同作業で、不

得手なものはすべて相方にお任せで原稿が仕上がりました。長崎のアメリカ領事館で石井筆子さんがグラント前

大統領からいただいたサイン入りの写真、上野写真館撮影の台紙だったかな？と、楽しく想像しています。 

 

 佐藤正子 

『龍馬伝』から坂本龍馬・福山雅治ファン～長崎 LOVER に。今年の当塾での目標は「長崎と東京の縁つな

ぎ」。今年は楠本イネの晩年の住処・麻布・六本木を巡りました。さて、来年はいかに。 

 

 末松康春（佐々木高行玄孫、伊藤博文玄孫、末松謙澄曽孫） 

高祖父の佐々木高行については、この機会に勉強させてもらいました。ありがとうございました。 

 

 髙山美枝子 

久しぶりのグループでの共同作業という時間、楽しかったです。資料館へ行ったり、データをやり取りしたり、お電話

でお話ししたり。ご一緒した塾生の方は上野彦馬さんのご子孫の方。若い頃、写真館に勤めていたこと、実家が

彦馬さんの生誕地そばだったこともあり、何か時空を超えて繋がれた気がして嬉しかったです。 

 

 中村奈美 

昨年は近代工業化の礎を築いた長崎人をとり上げましたが、今年は自身の仕事柄、医学に絡むことを行いたか

った。どうしても医学発展には長崎の役割は大きく、特にシーボルトの功績は顕著である。しかし、彼を支えた日

本人妻と彼を凌ぐ娘の存在も忘れてはならないと思い、今回テーマに関わらせていただいた。改めて楠本イネを

注目してほしいと願う。 

 

 本間一之 

地元（故郷）のことを深く知ることは、その地域の活性化や未来へのヒントを見つけることに必ずつながります。

長崎伝習所の取り組みはまさにその一環だと思います。機会をいただいた歴代の長崎市長（長崎伝習所総長）

および事務局・運営委員会の皆さまへ、この場をお借りして深く感謝申し上げます。そして、この取り組みの継続

と発展を切に願っております。 
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渋谷・長崎歴史文化情報発信塾 

塾長 倉持 基 

1 荒舩 裕子 21 すぎやま ゆうこ 41  

2 稲田 勝次郎 22 髙山 美枝子 42  

3 上田 佳代子 23 田中 美枝子 43  

4 榎本 隆一郎 24 辻川 智子 44  

5 岡村 真理 25 朝長 修 45  

6 勝田 真幸 26 中尾 和美 46  

7 官梅 洋子 27 中村 淳 47  

8 木本 志帆 28 中村 直美 48  

9 倉知 志帆 29 中村 奈美 49  

10 幸若 知加子 30 西岡 秀子 50  

11 小曽根 克秀 31 本間 一之 51  

12 小曽根 淳二 32 増田 泰之 52  

13 小沼 百合子 33  53  

14 斎藤 達章 34  54  

15 阪出 清 35  55  

16 佐々木 信子 36  56  

17 佐藤 正子 37  57  

18 柴田 徹郎 38  58  

19 末松 康春 39  59  

20 菅 千歳 40  事務局員 
東京事務所 

田邊 愛理 
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つながり事業成果報告 
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様々な分野で全国的に活躍する方の話を聴くことで、若者の自分の中の何かが触発され、地域や社会

に目を向け自ら行動するきっかけづくりとするため、主に若い世代の市民を対象に先進的な取組を行っ

ている方々を講師に招いた講座を開催しました。 

令和 6年度は計3回講座を開催し、延べ210名の方にご参加いただきました。 

               

 

第 1 回  

 講師：株式会社ボーダレス・ジャパン 代表取締役 田口 一成氏 

 テーマ：SWITCH to HOPE 

－社会の課題をみんなの希望へ変えていく－ 

 講師プロフィール： 

1980年生まれ、福岡県出身。早稲田大学在学中に米国ワシントン大学へビジネス留学。 

卒業後、㈱ミスミ（現 ミスミグループ本社）を経て、25歳でボーダレス・ジャパンを創業。 

社会課題を解決するソーシャルビジネスのパイオニアとして、日経ビジネス「世界を動かす日本人

50」、Forbes JAPAN「日本のインパクト・アントレプレナー35」、EY「アントレプレナー・

オブ・ザ・イヤー・ジャパン」に選出。2020年、カンブリア宮殿に出演。 

TEDx『人生の価値は何を得るかではなく、何を残すかにある』の再生回数は 100万回を超える。

著書『9割の社会問題はビジネスで解決できる』はベストセラーに。 

   

若者向け特別講座Me-revo 
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第 2 回 

 講師：株式会社 CNC 代表取締役 矢田 明子 氏 

 テーマ：“生きる”を、進化させる。相互扶助のこれからのかたち 

 講師プロフィール： 

島根県出雲市出身。 父の死をきっかけにコミュニティナース着想。2014年島根大学医学部看護

学科卒業後、自身も活動しながらコミュニティナーシングの担い手の育成を開始。2017年

Community Nurse Company 株式会社を設立し、コミュニティナーシングの社会実装を本格化。

2020年一般社団法人Community Nurse Laboratoryを創業し学生への普及啓蒙を開始。2021

年厚生労働省「重層的支援体制整備事業（参加支援事業）」調査事業 有識者委員。内閣官房「地

方公共団体における多世代交流を通じて活性化するコミュニティづくりの具体化に向けた支援に

関する調査研究事業」研究会委員をつとめる。「デジタル化社会の中長期的展望に係る調査研究」

外部有識者。 島根県雲南市に拠点を構えながら、全国の企業や自治体と連携し、コミュニティナ

ーシングの社会実装を進めている。 著書「コミュニティナース ―まちを元気にする“おせっかい”

焼きの看護師」。 2022年第10回アジア太平洋高齢者ケア・イノベーションアワード HOME 

CARE FOR AGEING-IN-PLACE部門グランプリ受賞。 

 

   

 

第 3 回 

 講師：株式会社電通 クリエーティブ・ディレクター/絵本作家キリーロバ・ナージャ 

 テーマ：６つの国４つの言葉で育って見えた発見と多様性のお話し 

講師プロフィール： 

ソ連（当時）レニングラード生まれ。両親の転勤とともに、６カ国（ロシア、日本、イギリス、フ

ランス、アメリカ、カナダ）の地元校で教育を受けた。広告会社に入社後、様々な広告を企画し、

国内外の賞を多数受賞。最近の仕事は、困っている人をアイディアで助けること。著書に「ナージ

ャの５つのがっこう」、「パンツはかせのだいはつめい」（共に大日本図書）、「からあげビーチ」、

「ヒミツのひだりききクラブ」、「じゃがいもへんなの」（共に文響社）、「６カ国転校生ナージ

ャの発見」（集英社インターナショナル）がある。 
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若者まちづくりチャレンジ補助金成果報告 
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■ 目的 ■ 

 気軽に立ち寄れる場所づくりとしてコミュニテ

ィスペースを開くことで、なんとなく人とのつな

がりを求めている人や、自宅以外に居場所がほ

しい人、“誰か”と話したい人、誰かの話を聴きた

い人、ほっと一息つきたい人等が、自分、そして

お互いの想いを満たせる空間を実現したいと思

い、この事業の実施に至りました。 

誰でもウェルカムな“カフェ”という空間にする

ことで、「若者×大人」「大人×子ども」「子ども×

若者」等、世代や立場の壁を越えた“出逢い”や

“つながり”が生まれ、様々な世界が広がってい

くきっかけをつくることも目的のひとつとして考

えてきました。 

 

 

 

また長崎で活動す

る様々な団体(市民

活動団体、ボランテ

ィア団体、NPO、企

業等)の情報を提示

したり、コラボ企画を行ったりすることで、それ

を必要としている人の目に留まり、「各団体と利

用者」や「団体同士」の“つながりづくり”や“活性

化”につなげたいという思いもありました。 

 

■ 活動内容 ■ 

誰もが気軽に立ち寄れるコミュニティスペース

であり、人とつながれる機会、ほっと一息つける

空間として月に二度場所を開きました。   

この空間でそれ

ぞれの時間を過

ごす際のお供とし

て、お菓子や飲み物を提供する“セルフカフェ”形

式を取ることで、よりゆっくりと過ごしていただ

ける環境をつくりました。 

またつながりづくりや活動の周知、活性化に

つなげるため、長崎で活動する各団体(市民活動

団体、ボランティア団体、NPO、企業等)の情報

をコミュニティスペース内に提示しました。 

各オープン日には、ワークショップやお話会、

ミニコンサートやアロママッサージ等、コラボ企画

も取り入れました。 

 

 

誰でもふらっと立ち寄れる コミュニティセルフカフェ「よりみち」 

葛島 菜緒 
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■ 活動の成果 ■ 

SNS(Instagram)の投稿を通して、今回の

事業実施を知ってくださった長崎新聞社様に取

材依頼をいただき、初回オープンの前日の新聞

に記事を掲載していた

だいたことで、遠方から

も足をお運びいただい

たり、協賛金のお申込み

をいただいたりと大き

な反響がありました。 

 

2024 年 11 月～2025 年 2 月までの 4 ヶ

月間、計 8 回のオープンで、延べ 118 名の方に

コミュニティセルフカフェ「よりみち」を利用して

いただきました。 

 さまざまな思いや状況を抱えた方々にも足を

運んでいただき、「こういった場所を探していま

した」「必要な場所・時間です」といった嬉しいお

言葉をいただきました。中には期間中何度も来

店してくださった常連様や、ご都合がつかずにご

来店いただくことが

できなかった方もお

り、引き続きの開催

を望んでくださるお

声もたくさんいただ

きました。 

 

 

 また「よりみち」を訪れたことでその日初めて出

逢った方々が、いつの間にか仲良く話していたり、

話していると実はつながっていたことがわかっ

て喜んでいたり、「何か一緒に企画しよう！」と

話しが進んでいたり、まさに思い描いていた“出

逢い”の空間が広がる景色を目にすることがで

きました。 

 

■ 今後の事業展開や感想等 ■ 

今回は事業を応援してくださる方に「よりみち

チケット」をご購入いただくことで、ご来店いた

だいた方々に無料で飲食をしていただく仕組み

を取り入れました。そうすることで、さまざまな

事情を抱えながらカフェを利用してくださる

方々から代金をいただくことなく、必要経費を

賄うことができ、よりお立ち寄りいただきやすい

空間をつくれたのではないかと思います。この仕

組みを土台としながら少しずつ見直していくこと

で、自己資金によるオープンを続けていきたい

と考えています。 

 本事業の申請時には、8 日間で延べ 50 名の

方々にご来店いただくことを目標にしておりまし

たが、これを大幅に上回る方々にご来店いただ

き、嬉しく思うとともに、改めてこういった空間

に対する需要の高さや必要性を強く感じる機会

となりました。みなさまの声にお応えし、これか

らも続けていけるよう、今後は個人でなくチーム

としてこういった空間づくりに取り組んでいきた

いと感じました。 
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■ 目的 ■ 

主催者は実際に周囲にいるアフリカ出身者

からうけるアフリカに対するイメージが、日

本でイメージされているアフリカとは大きく

異なる点があることを今まで感じていた。今

後、実際にアフリカを訪問し帰国後に実際の

現地の様子を日本で伝えたいと考えている。

今、アフリカ訪問の前に長崎でアフリカと日

本のかけ渡しが何かできないかと考え、この

事業を企画した。 

この事業を行う目的は 3 つある。まず１つ

目の目的は子供たちに実際にアフリカ出身者

と出会ってもらい、アフリカの生活について

知ってもらうことだ。遠いアフリカの国々に

ついて、日本からはなかなか正しい情報が得

られないのが現状である。実際にアフリカに

住む同世代の小学生がどのような生活を送っ

ているのかを知ることで、長崎で暮らす自分

達と大きく違う点もあれば、同じ点もあるこ

とに気づくことを目標にしている。 

 ２つ目の目的は、新しい事を知る楽しさ

を感じることである。「へえそうなんだ」と

いう気づきを増やし、「楽しい」と感じる事

により、「より物事を知りたい」という気持

ちが沸くと考える。今回の事業を通して、１

つでも子供たちが「へえそうなんだ」と感じ

ることが目標である。 

3 つ目の目的は、ステレオタイプの形成を

防ぐ事である。実際にステレオタイプについ

て卒論を書いた知人がおり、黒人＝怖いと思

われるという事実に衝撃を受けた。調査を数

値化したわけではないが、小中高の ALT は

白人やアジア系人が多いと感じる。この目的

は今回のイベント一回で達成できるとは考え

ていない。しかし、確実にこの目的を達成す

るためのスモールステップとなる。 

対象を小学生とその保護者と設定した理由

は、小学生の好奇心旺盛さと、その保護者に

も海外のことをもっと知ってもらいたいと考

えるからである。観光地でアルバイトをして

いた際、多くの修学旅行生や外国人観光客を

見かけた。中学生の方が英語を話せるにも関

わらず、小学生の方が積極的に外国人に話し

かけていた。そのため知らないことを知る今

回のイベント対象は、小学生が適当であると

考えた。また、小学生の子供たちの行動や経

験は親の考え方が大きな影響を与えている場

合が多い。そのため保護者にも同時に学んで

もらう事がより効果を上げると考え、親子参

加を設定した。 

■ 活動内容 ■ 

①ケニア出身者に実際に来てもらい、通訳

を介しながらケニアについて知る。まずケニ

アについての基本情報（国旗、場所、大きさ、

気温等）について紹介する。 

②ケニアの生活についてより深く紹介する

が、内容は小学生の日常に溢れているものを

取り上げる。（学校生活、食事、家、遊び

等）ただ紹介を聞いてインプットするだけで

は集中力が持たないため、クイズを使用して

小学生参加型で行う。今回は Kahoot!という

オンラインのウェブサイトを使用して、クイ

 

 

アフリカの国ってどんな国だろう？ 

代表者 松本 海奈 
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ズを作成する。 

③スワヒリ語をみんなで学ぶ。 

※開催日時等 

日時:2024 年 12 月 22 日(日)14:00〜15:30 

場所:地球館 2 階 

参加人数:18 名＋保護者 

 

写真② Kahoot!クイズの様子 

■ 活動の成果 ■ 

参加者は全部で子ども１８名＋保護者とな

り、予定よりも多くの人が足を運んでくれた。 

・目的 1 に対する成果 

ケニアの簡単な説明の中で野生動物を間近

で見ることができると紹介したからか、馬に

乗って登校すると回答した子どもも一定数い

た。しかし正解を見て長崎で住む自分たちと

同じようにバスや徒歩で通うことを知り、驚

きとともに「私たちと一緒だね」などの気づ

きの言葉も見受けられた。Kahoot!を使用し

たが初めにどのように Kahoot!を使用するの

か、簡単な練習問題を行ったことで子どもた

ちがどのように使用するのか理解することが

でき、本クイズをより楽しんでくれたように

感じた。Kahoot!を利用したことは初めてで

あったようだがこの取り組みは保護者も満足

していた。即時に解答が出ること、即時に回

答者のランキングも出ることから通常のクイ

ズ形式よりもより活発に活動ができた。日本

ではまだあまり活用されていない形式である

が十分な効果を発揮できた。また最後のケニ

アの言葉であるスワヒリ語を学ぶ時間に、子

供たちは、特に活き活きし顔をあげて声を出

して真似していたので、話すなどの動きのあ

る活動がやはり効果的であると実感した。

「ありがとう」という意味のスワヒリ語をイ

ベント後、帰る際に言って帰る子もおり、嬉

しかった。 

・目的 2 に対する成果 

活動後ケニア出身の講師のもとに質問した

いと列を作っていた。具体的には「ケニアに

はランドセルはあるの？」「ケニアの国旗は

何を意味してるの？」などがあった。インタ

ーネットと通じ AR を活用した地球儀を準備

していたが、講演後に子ども達が地球儀の周

りに集まってアフリカはもちろん他の国々の

情報を見ていた。子供たちの「もっと知りた

い」という気持ちがしっかりと行動に繋がっ

ていた。 

・目的 3 に対する成果 

事業中の子どもの様子や事業後の保護者ア

ンケートから、「黒人＝怖い」という印象を

もって今イベントの活動を終了した子ども、

保護者はいなかった。ネガティブステレオタ

イプを形成しないことに少しは貢献できた。 

■ 課題と今後の事業展開 ■ 

一定数の親子連れに需要があることを今回

のイベントを通して実感できたため、次回以

降も今回のようなイベントを継続したいと思

う。実施後のアンケートでは「実際にこのよ

うなイベントがあればまた参加したい」と

100%の保護者が回答している。また今回の

イベント準備を進めていると「ほかの年代を

対象に行ってほしい」という意見もあった。

小学生以外を対象に行うことも今後の展開の

視野に入れたい。次回以降は今回のイベント

との相違が必要となるためアイデア出しを工
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夫する必要があると考える。子ども達はクイ

ズに回答する時、スワヒリ語を話す時が最も

活発的であった。今後も「触る・話す」など

の体を動かし、五感を刺激する活動を中心に

したい。 

また開催する場所について、今回のイベン

トは参加者が想定以上となったため、会場の

都合上子どもと保護者を別々に座らせること

となった。子どものみで席に座わる形式はあ

まりよくないかと感じ、心配であったが予想

外に子ども達は集中して聞いていた。途中で

集中力が切れた時にドリンクを触ったりする

子もいたため、今後行うことがあれば公民館

など飲食の出ない場所を使用したい。尚、今

回のイベントの対象年齢は、小学１年生から

６年生までと幅が広かった。低学年と高学年

の生徒では集中力・興味関心に大きな差が出

ることを実感した。対象年齢より細かく絞る

ことも必要になると実感した。 

 

今回このイベントを実施することは主催者

にとっても大きな学びとなった。最初は不安

が大きかったが多くの方々に協力いただき無

事に開催できたことは自信につながった。改

善点等もわかったので次回はさらに良いイベ

ントにしたい。今後、微力ではあるが長崎の

子ども達や長崎の人々とアフリカの橋渡しが

できればと強く考えた。 
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〔ハイテク塾・長崎伝習所〕

昭和61年度 塾長 卒業生数

海洋開発塾 黒瀬　正行 23名

流通塾 宮原　泰治郎 24名

バイオ塾 鴨川　秀俊 31名

工業システム開発塾 高岡　則彦 22名

メカトロニクス塾 平田　泰郎 21名

海洋システム塾 利光　一紀 23名

都市デザイン塾 岡林　隆敏 26名

観光開発塾 岩永　明士 21名

建築塾 鉄川　進 20名

基礎講座塾 伝習所事務局 33名

総　　　　　数 10塾 244名

昭和62年度 塾長 卒業生数

海洋開発塾 高橋　和雄 17名

ＡＩ塾 谷口　良輔 15名

マイコン制御塾 小笹　裕 12名

建築塾 池田　賢一 18名

ニュービジネス研究塾 久保　一雄 27名

都市デザイン塾 浜永　孝雄 32名

イベント研究塾 田上　俊一 25名

来庵交流塾 ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾊﾞｰｸｶﾞﾌﾆ 27名

’87紅塾 竹中　晴美 23名

長崎食文化塾 本田　時夫 21名

総　　　　　数 10塾 217名

昭和63年度 塾長 卒業生数

ニュービジネス研究塾 下山　重次 28名

長崎グランドデザイン塾 黒瀬　正行 17名

ニューメディア研究塾 木室　和孝 14名

長崎都市探検塾 吉岡　宣孝 23名

シティーリニューアル塾 大草　一俊 22名

来庵交流塾 林　敏幸 20名

’88紅塾 竹中　晴美 24名

長崎ＣＭ塾 中村　聡 14名

塾「花集」 北郷　雅子 15名

伝習所おまかせ塾 伝習所事務局 －名

総　　　　　数 10塾 177名

塾卒業者数の変遷
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平成元年度 塾長 卒業生数

カード研究塾 山下　国広 22名

経営活性塾 前田　慎一郎 20名

造船塾 坂本　伸慈 17名

都市演出研究塾 大草　一俊 46名

長崎工芸塾 竹田　克人 19名

風力発電研究塾 平井　隆市 25名

“まちづくりと商店街”塾 佐藤　秀人 27名

総　　　　　数 7塾 176名

平成2年度 塾長 卒業生数

風力発電研究塾 平井　隆市 26名

長崎・サウンドデザイン塾 吉岡　宣孝 19名

都市夢塾 林　一馬 46名

長崎工芸塾 浜脇　昌盛 17名

長崎観光・物産塾 下山　重次 21名

港元気塾 平山　敏 28名

三重トピア塾 田川　茂 16名

総　　　　　数 7塾 173名

〔長崎伝習所〕

平成3年度 塾長 卒業生数

長崎・サウンドデザイン塾 吉岡　宣孝 23名

商店ＧＵＹＳクリエイティブ・ネットワーク塾 山下　国広 20名

こどもたちの夢広場塾 猪山　勝利 32名

都市夢塾Ⅱ 渡部　雅弘 56名

来庵交流塾 岡部　道夫 25名

リサイクル文化研究塾 糸山　景大 45名

稲佐山元気塾 松原　一成 16名

総　　　　　数 7塾 217名

平成4年度 塾長 卒業生数

リサイクル文化研究塾 糸山　景大 37名

サウンドデザイン塾 吉岡　宣孝 18名

こどもたちの夢広場塾 猪山　勝利 46名

長崎都市夢塾 上野　晧士 46名

国際交流塾 牛嶋　洋一郎 82名

居留地未来塾 西　武宏 47名

港再生塾 浦川　貴隆 29名

総　　　　　数 7塾 305名
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平成5年度 塾長 卒業生数

長崎都市夢塾 宮原　和明 53名

リサイクル文化研究塾 糸山　景大 38名

居留地未来塾 黒崎　邦博 41名

国際交流塾 牛嶋　洋一郎 100名

エコ・デザイン研究塾 渡部　雅弘 37名

遊びデザイン塾 藍葉　忠之 18名

文化・地域活性化塾 猪山　勝利 25名

ふれあい福祉２１塾 牛津　信忠 35名

総　　　　　数 8塾 347名

平成6年度 塾長 卒業生数

国際交流塾 牛嶋　洋一郎 110名

おんな達の素朴な？塾 磯田　朋子 36名

ＮＧ発見塾 有馬　一郎 26名

よか・余暇・環境デザイン塾 前田　卓郎 19名

長崎表現塾 横田　嗣 18名

いのち・くらし・共育塾 山本　いま子 31名

都夢創野塾 藍葉　忠之 15名

文化ニューウェイブ塾 猪山　勝利 23名

エコ・デザイン塾 渡部　雅弘 27名

リサイクル文化研究塾 糸山　景大 33名

居留地未来塾 宮本　博文 41名

都市夢塾 野田　茂 32名

総　　　　　数 12塾 411名
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平成7年度 塾長 卒業生数

都市夢塾 阿野　史子 40名

エコ・デザイン研究塾 渡部　雅弘 22名

国際交流塾 牛嶋　洋一郎 166名

出島ルネッサンス塾 松原　一成 17名

ソフトエネルギー研究塾 平井　隆市 27名

フィールド自遊塾 前田　卓郎 28名

ＮＧ発見塾 有馬　一郎 25名

上海塾 藍葉　忠之 28名

おんな達の素朴な？塾 二宮　節子 32名

平成の海援隊塾 柴田　惠司 30名

都夢創野塾 浜田　勇 34名

いのち・くらし・共育塾 山本　いま子 22名

リサイクル文化研究塾 糸山　景大 21名

総　　　　　数 13塾 492名

平成8年度 塾長 卒業生数

都市夢塾 山口　美智子 39名

リサイクル文化研究塾 糸山　景大 23名

国際交流塾 牛嶋　洋一郎 263名

エコ・デザイン研究塾 杉山　和一 22名

いのち・くらし・共育塾 山本　いま子 41名

フィールド自遊塾 前田　卓郎 25名

おんな達の素朴な？塾 森　郁子 40名

都夢創野塾 柴田　貞志 15名

出島ルネッサンス塾 松原　一成 24名

平成の海援隊塾 早田　猛 29名

２１世紀長崎産品塾 徳勝　盛敏 19名

ドリーム＆エンジョイライブラリー塾 川口　綾子 58名

総　　　　　数 12塾 598名
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平成9年度 塾長 卒業生数

都市夢塾 中山　千賀子 35名

リサイクル文化研究塾 糸山　景大 32名

エコ・デザイン研究塾 杉山　和一 22名

国際交流塾 牛嶋　洋一郎 290名

出島ルネッサンス塾 松原　一成 22名

ドリーム＆エンジョイライブラリー塾 川口　綾子 64名

ＮＡＧＡＳＡＫＩキラメキ☆シネマ塾 溝口　昌喜 18名

なんでんかんでん都市（まち）のデジタル探検隊塾 小久保　徳子 55名

総　　　　　数 8塾 538名

平成10年度 塾長 卒業生数

坂のまちなんでんかんでん研究塾 栗原　正紀 60名

平成の紅塾 竹中　晴美 16名

コーポラティブ住まい塾 塩田　真由美 21名

NAGASAKIキラメキ☆シネマ塾 溝口　昌喜 18名

ネットワークコミュニティ「都市のデジタル探検隊塾」 小久保　徳子 38名

夢いっぱい！としょかん塾 尾崎　寿美 34名

出島ルネッサンス塾 松原　一成 19名

国際交流塾 牛嶋　洋一郎 295名

総　　　　　数 8塾 501名

平成11年度 塾長 卒業生数

ごみとくらし研究塾 山本　幸代 46名

長崎くんち塾 安達　征治 87名

記憶の中の長崎案内塾 太田　恭子 29名

坂のまちなんでんかんでん研究塾 栗原　正紀 56名

NAGASAKIキラメキ☆シネマ塾 溝口　昌喜 17名

ネットワークコミュニティ「インターネット探検塾」 小久保　徳子 52名

夢いっぱい！としょかん塾 尾崎　寿美 48名

出島ルネッサンス塾 松原　一成 18名

総　　　　　数 8塾 353名
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平成12年度 塾長 卒業生数

長崎ぶらぶら踊り塾 「行」 宗　保孝 78名

バグパイプ塾 「行」 廣高　信彦 26名

ヤンコ踊り塾 「行」 陳　東華 53名

歩いて楽しめ長崎まちづくり塾 「市」 矢川　正男 29名

エコシティ研究塾 「市」 宮原　和明 33名

ごみとくらし研究塾 「市」 山本　幸代 41名

記憶の中の長崎案内塾 「市」 藤城　薫 22名

総　　　　　数 7塾 282名

※平成12年度から従来の「市民提案型」の塾に、「行政提案型」の塾を加え、市民と行政が協働による、

　　魅力あるまちづくり事業を展開している。

　　「市民提案型」を「市」、「行政提案型」を「行」と表記している。

平成13年度 塾長 卒業生数

観光長崎バリアフリー創造塾 「市」 後藤　惠之輔 26名

わが町の達人・名人さがし塾 「市」 入枝　一男 21名

エコシティ研究塾 「市」 宮原　和明 33名

歩いて楽しめ長崎まちづくり塾 「市」 矢川　正男 32名

出島事始め塾 「行」 宮川　雅一 19名

２ ０ ０ １女性塾
にいまるまるいち

「行」 脇山　順子 18名

長崎源木
げ ん き

発見塾 「行」 赤瀬　憲市 32名

くらしと環境研究塾 「行」 木村　一生 53名

長崎ぶらぶら踊り塾 「行」 宗　保孝 116名

ヤンコ踊り塾 「行」 陳　東華 80名

バグパイプ塾 「行」 廣高　信彦 20名

総　　　　　数 11塾 450名
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平成14年度 塾長 卒業生数

２００２長崎サウンドデザイン塾 「市」 吉岡　宣孝 14名

命とからだ探検隊塾 「市」 安日　泰子 61名

エコな街づくり研究塾 「市」 李　桓 35名

観光長崎バリアフリー創造塾 「市」 後藤　惠之輔 28名

わが町の達人・名人さがし塾 「市」 入枝　一男 25名

「長崎刺繍」再発見塾 「行」 嘉勢　路子 19名

長崎の染塾 「行」 砂崎　素子 28名

長崎やけんステンドグラス塾 「行」 橋口　都 17名

河川環境研究塾 「行」 冨工　妙子 45名

ごみ夢中塾 「行」 矢野　博巳 32名

出島事始め塾 「行」 宮川　雅一 33名

２ ０ ０ １女性塾
にいまるまるいち

「行」 脇山　順子 15名

長崎源木
げ ん き

発見塾 「行」 赤瀬　憲市 45名

長崎ぶらぶら踊り塾 「行」 宗　保孝 77名

ヤンコ踊り塾 「行」 陳　東華 84名

バグパイプ塾 「行」 廣高　信彦 28名

総　　　　　数 16塾 586名

平成15年度 塾長 卒業生数

活き活き園芸長崎塾 「市」 井石　八千代 44名

Ｎｏ！ドメスティック・バイオレンス塾 「市」 悦　晴美 32名

長崎まちづくり事業化研究塾 「市」 増倉　康久 25名

長崎ビジネス活性化塾 「市」 大﨑　孝徳 34名

環境ネットワークながさき塾 「市」 宮原　和明 41名

長崎銀細工研究塾 「行」 酒井　美枝 20名

長崎陶芸復興塾 「行」 藤原　清一 33名

「長崎刺繍」再発見塾 「行」 嘉勢　路子 27名

長崎の染塾 「行」 平田　素子 33名

長崎やけんステンドグラス塾 「行」 小笹　悦二 16名

新・竹取物語塾 「行」 森　昇 26名

生ごみシェイパーズ塾（生ごみ減らし隊） 「行」 山口　八重子 22名

河川環境研究塾 「行」 冨工　妙子 45名

出島事始め塾 「行」 宮川　雅一 31名

総　　　　　数 14塾 429名
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平成16年度 塾長 卒業生数

長崎チェス塾 「市」 牛嶋　洋一郎 31名

「いつも青春」塾 「市」 田口　育子 14名

長崎の歴史再発見塾 「市」 小嶺　昭典 38名

Ｎｏ！ドメスティック・バイオレンス塾 「市」 悦　晴美 28名

長崎まちづくり事業化研究塾 「市」 矢川　正男 30名

環境ネットワークながさき塾 「市」 宮原　和明 45名

長崎の食　探検塾 「行」 宍戸　直嗣 19名

生きもの再生塾 「行」 引地　秀司 44名

新・竹取物語塾(平成17年度から長崎節木塾に変更) 「行」 森　昇 28名

生ごみシェイパーズ塾（生ごみ減らし隊） 「行」 山口　八重子 63名

総　　　　　数 10塾 340名

平成17年度 塾長 卒業生数

長崎の産業文化今昔物語塾 「市」 余語　保博 25名

長崎弁研究塾 「市」 田川　文夫 41名

メディエーション（対話術）研究塾 「市」 梅枝　眞一郎 22名

長崎チェス塾 「市」 牛嶋　洋一郎 25名

長崎の歴史再発見塾 「市」 小嶺　昭典 37名

オブジェ塾 「行」 川西　庄次 17名

長崎の食　探検塾 「行」 宍戸　直嗣 31名

生きもの再生塾 「行」 引地　秀司 36名

生ごみシェイパーズ塾（生ごみ減らし隊） 「行」 山口　八重子 73名

総　　　　　数 9塾 307名

平成18年度 塾長 卒業生数

ちょいわる団塊世代の面白発見塾 「市」 新田　照夫 17名

長崎　月の文化研究塾 「市」 山﨑　讓 16名

舞台裏おじゃま塾 「市」 枡田　尚子 13名

長崎の産業文化今昔物語塾 「市」 余語　保博 23名

長崎弁研究塾 「市」 田川　文夫 42名

メディエーション研究塾（対話による問題解決術） 「市」 梅枝　眞一郎 33名

市民オブジェ塾 「行」 川西　庄次 17名

パートナーシップ塾 「行」 西岡　由香 13名

長崎出島楽坊塾 「行」 林　弘美 43名

総　　　　　数 9塾 217名
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平成19年度 塾長 卒業生数

長崎うんすんかるた塾 「市」 大場　勝彦 31名

新長崎市の史跡探訪塾 「市」 田端　光男 54名

長崎ステークホルダー会議塾 「市」 杉山　和一 41名

CM伝塾 「市」 吉光　正絵 25名

ながさき・ぶらんど創新（イノベーション）塾 「市」 谷口　竜一 42名

残しておきたい長崎ポートレート塾 「市」 矢川　正男 26名

長崎　月の文化研究塾 「市」 山﨑　讓 12名

舞台裏おじゃま塾 「市」 枡田　尚子 12名

メディエーション研究塾～紛争解決から学ぶ快適ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ術～ 「市」 梅枝　眞一郎 25名

市民オブジェ塾 「行」 川西　庄次 16名

パートナーシップ塾 「行」 西岡　由香 17名

長崎出島楽坊塾 「行」 西﨑　寛弘 46名

総　　　　　数 12塾 347名

平成20年度 塾長 卒業生数

発見！実現！体験楽習塾 「市」 吉田　伸吾 46名

おはなし音楽塾～親子で楽しむ音楽ものがたり～ 「市」 池田　祐希 18名

「エコ名人を探せ！」塾 「市」 佐藤　恵 23名

長崎うんすんかるた塾 「市」 大場　勝彦 38名

新長崎市の史跡探訪塾 「市」 田端　光男 56名

長崎ＥＳＴステークホルダー会議塾 「市」 杉山　和一 33名

ながさき・ぶらんど物語（イノベーション）塾 「市」 谷口　竜一 24名

ＣＭ伝塾 「市」 吉光　正絵 32名

総　　　　　数 8塾 270名

平成21年度 塾長 卒業生数

川さるく 森・川・里・海 塾 「市」 兵働　馨 36名

長崎洋館音楽舞踏塾 「市」 槙山　智子 24名

発見！ながさき遺産塾 「市」 川瀬　智子 18名

発見！実現！体験楽習塾 「市」 吉田　伸吾 53名

「エコ名人を探せ！」塾 「市」 佐藤　恵 26名

「龍馬伝と幕末人物」塾 「行」 三丸　正紀 59名

在京長崎応援団塾～長崎を外から見る～ 「行」 深野　浩平 30名

総　　　　　数 7塾 246名
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平成22年度 塾長 卒業生数

「ながさきポルトガル」知る知る塾 「市」 山口　克己 39名

長崎ビューポイント探訪塾 「市」 村田　明久 29名

川さるく　森川里海塾 「市」 兵働　馨 21名

長崎洋館音楽舞踏塾 「市」 槙山　智子 26名

発見！ながさき遺産塾 「市」 川瀬　智子 27名

「龍馬伝と幕末人物」塾 「行」 三丸　正紀 54名

在京長崎うまかもん塾 「行」 片山　六郎 49名

総　　　　　数 7塾 245名

平成23年度 塾長 卒業生数

ナガサキポルトガルシルシル塾 「市」 山口　克己 27名

長崎ビューポイント探訪塾 「市」 村田　明久 21名

坂のまち長崎なのに自転車塾 「市」 村里　静則 60名

孫文・梅屋庄吉と明治大正長崎事情塾 「市」 村崎　春樹 41名

長崎の町ねこ調査隊塾 「市」 中島　由美子 30名

在京長崎うまかもん塾 「行」 片山　六郎 25名

総　　　　　数 6塾 204名

平成24年度 塾長 卒業生数

長崎の町ねこ調査隊塾 「市」 中島　由美子 31名

孫文・梅屋庄吉と明治大正長崎事情塾 「市」 村崎　春樹 33名

ながさきで物語をつくろう塾 「市」 重野　裕美 15名

東京出島塾 「行」 大瀬良　亮 29名

在京長崎・感・考・塾 「行」 田尾　正行 19名

総　　　　　数 5塾 127名

平成25年度 塾長 卒業生数

ながさきで物語をつくろう塾 「市」 重野　裕美 10名

長崎 町おもい塾 「市」 中川　香菜 16名

キリスト教関連遺産調査塾 「市」 城田　征義 38名

東京出島塾 「行」 大瀬良　亮 31名

在京長崎・感・考・塾 「行」 田尾　正行 21名

総　　　　　数 5塾 116名
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平成26年度 塾長 卒業生数

キリスト教関連遺産調査塾 「市」 日宇　孝良 34名

コントラクトブリッジ塾 「市」 牛嶋　洋一郎 36名

東京で長崎－ッ！と叫ぶ塾 「市」 黒沢　永紀 33名

総　　　　　数 3塾 103名

平成27年度 塾長 卒業生数

コントラクトブリッジ塾 「市」 牛嶋　洋一郎 48名

アートマニアながさき塾 「市」 内藤　修子 42名

長崎ビワ感動塾 「市」 井上　智子 25名

高島グラバー別邸調査・研究塾 「市」 浅尾　賢次 14名

わが町公園de元気塾 「市」 吉村　正春 17名

東京で長崎－ッ！と叫ぶ塾 「市」 黒沢　永紀 44名

長崎検定塾～もっと長崎ば知ろう～ 「市」 小岩　寿樹 31名

総　　　　　数 7塾 221名

平成28年度 塾長 卒業生数

アートマニアながさき塾 「市」 内藤　修子 45名

長崎びわ感動塾 「市」 井上　智子 25名

高島グラバー別邸調査・研究塾 「市」 浅尾　賢次 13名

わが町公園de元気塾 「市」 吉村　正春 16名

野母崎夢塾 「市」 三浦　豪介 21名

長崎こども社中塾～空き家deこどもの城づくり～ 「市」 大西　博子 10名

長崎検定塾～もっと長崎ば知ろう～ 「市」 小岩　寿樹 35名

総　　　　　数 7塾 165名

平成29年度 塾長 卒業生数

野母崎夢塾 「市」 三浦　豪介 16名

長崎こども社中塾～空き家deこどもの城づくり～ 「市」 大西　博子 13名

アースダイバー琴海塾 「市」 鈴木　飛鳥 15名

和華蘭（わからん）研究塾～長崎よかもん再発見～ 「市」 高山　美枝子 83名

総　　　　　数 4塾 127名
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平成30年度 塾長 卒業生数

ながさきドローン塾 「市」 平塚　健一郎 25名

街道再発見塾 「市」 岩永　忠康 23名

ネットワーク型高島地域創造塾 「市」 小村　秀蔵 15名

和華蘭研究塾 「市」 高山　美枝子 84名

長崎・野母半島パワースポット発信塾 「市」 中村　奈美 30名

総　　　　　数 5塾 177名

令和元年度 塾長 卒業生数

ながさき　こと（言）・おと（音）塾 「市」 西村　公美子 13名

ながさき未来塾 「市」 野口　美砂子 51名

のもざき自然塾 「市」 山本　春菜 16名

ながさきドローン塾 「市」 平塚　健一郎 42名

長崎・野母半島パワースポット発信塾 「市」 中村　奈美 30名

総　　　　　数 5塾 152名

令和2年度 塾長 卒業生数

令和高島未来塾 「市」 木下　美佐子 6名

長崎トラフグ応援隊塾 「市」 多良　敏男 10名

のもざき自然塾 「市」 山本　春菜 11名

ながさき未来塾 「市」 野口　美砂子 57名

長崎・野母半島パワースポット発信塾 「市」 中村　奈美 32名

総　　　　　数 5塾 116名

令和3年度 塾長 卒業生数

知る！見る！食べる！！滑石ふるさと歴史塾 「市」 田川　善史 12名

長崎 Baby・Kids LOVERS塾 「市」 碇　ちひろ 34名

長崎を舞台にショートショート塾 「市」 長野　大生 25名

のもざき自然塾 「市」 山本　春菜 12名

ながさき未来塾 「市」 野口　美砂子 39名

総　　　　　数 5塾 122名

※長崎トラフグ応援隊塾は、諸事情により途中解散
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令和4年度 塾長 卒業生数

長崎スコットランド交流塾 「市」 髙比良　則安 20名

地域芸術を愛でる塾 「市」 青栁　智子 8名

Barの楽しみ方塾 「市」 川道　寿 16名

たびぶたい・のりもの塾 「市」 菊池　将成 4名

長崎 Baby・Kids LOVERS塾 「市」 碇　ちひろ 27名

長崎を舞台にショートショート塾 「市」 長野　大生 30名

総　　　　　数 6塾 105名

令和5年度 塾長 卒業生数

ながさき山城・砦　探検魅力発信塾 「市」 山喜　邦次 15名

コッキル（꽃길）日韓未来塾 「市」 平野　加奈 12名

長崎のりもの塾 「市」 菊池　将成 11名

Barの楽しみ方塾 「市」 川道　寿 17名

長崎スコットランド交流塾 「市」 髙比良　則安 23名

渋谷・長崎歴史文化情報発信塾 「市」 倉持 基 47名

総　　　　　数 6塾 125名

令和6年度 塾長 卒業生数

「はじめて」の地域活動やってみよう塾 「市」 林田　慎一 11名

ながさき山城・砦　探検魅力発信塾 「市」 山喜　邦次 15名

渋谷・長崎歴史文化情報発信塾 「市」 倉持 基 32名

総　　　　　数 3塾 58名

卒業塾・卒業者数総計 309塾 10,386名
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フォローアップ塾の概要 

目 的：市民のまちづくりに関する研究、実

践活動の振興を図り、もって長崎伝

習所事業の目的である市民と行政の

ネットワークの形成に寄与するため、

まちづくり市民団体に対し、長崎伝

習所フォローアップ補助金(以下｢補

助金｣という。)を交付する 

概 要：長崎伝習所「塾」事業において過去

に採択されたテーマについて研究、

実践活動を行うことを規約等に定め

た団体で、かつ次の各号の全部に該

当する団体をいう。 

(1)その構成員が 10 名以上である

もの 

(2)年間を通して定期的な活動をす

る見込みのあるもの 

(3)その活動が公益的かつ人材育成

に寄与するもの 

沿 革：平 成 6 年 度 に 制 度 を 創 設「 長

崎伝習所まちづくり市民団体活動費

補助金」、平成 20 年度に補助率など

を改定し、名称も「長崎伝習所フォ

ローアップ補助金」とした。 

 

名 称  長崎伝習所フォローアップ補助金 

補 助  

金 額  

1 団体 1 回目 20 万円を限度 

1 団体 2 回目 10 万円を限度 

補助対象経費から当該事業に係る 

収入を差し引いたものの 4/5 以内 

補助 

制限 
1 団体 2 回限り 

 

 

 

 

【 交 付 実 績 】  

年

度  
塾  名  

H8 居 留 地 未 来 塾  

H8 上 海 塾  

H8 Ｎ Ｇ 倶 楽 部  

H8 ソ フ ト エ ネ ル ギ ー 研 究 ｾﾝﾀｰ 

H 9 Ｎ Ｇ 倶 楽 部  

H9 ソ フ ト エ ネ ル ギ ー 研 究 ｾﾝﾀｰ 

H 9 平 成 の 海 援 隊 塾  

H9 都 夢 創 野 塾  

H10 平 成 の 海 援 隊 塾  

H10 リ サ イ ク ル 文 化 研 究 塾  

H11 国 際 交 流 塾  

H12 国 際 交 流 塾  

H12 長 崎 く ん ち 塾  

H12 N A GA SA KI ｷﾗ ﾒｷ☆ ｼﾈﾏ塾  

H1 2 夢 い っ ぱ い ！ 図 書 館 塾  

H12 出 島 ル ネ ッ サ ン ス 塾  

H13 長 崎 く ん ち 塾  

H13 夢 い っ ぱ い ！ 図 書 館 塾  

H13 出 島 ル ネ ッ サ ン ス 塾  

H14 ご み と く ら し 研 究 塾  

H14 く ら し と 環 境 研 究 塾  

H14 歩 い て 楽 し め ま ち づ く り 塾  

H15 ご み と く ら し 研 究 塾  

H15 く ら し と 環 境 研 究 塾  

H15 観 光 長 崎 ﾊﾞﾘｱﾌ ﾘｰ創 造 塾  

H1 5 わ が 町 の 達 人 ・ 名 人 探 し 塾  

H15 長 崎 ぶ ら ぶ ら 踊 り 塾  

H15 ヤ ン コ 踊 り 塾  

H15 バ グ パ イ プ 塾  

H16 観 光 長 崎 ﾊﾞﾘｱﾌ ﾘｰ創 造 塾  

H1 6 わ が 町 の 達 人 ・ 名 人 探 し 塾  

H16 ヤ ン コ 踊 り 塾  
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H 1 6 河 川 環 境 研 究 塾  

H16 出 島 事 始 め 塾  

H17 河 川 環 境 研 究 塾  

H17 出 島 事 始 め 塾  

H17 N o！ ﾄﾞﾒｽ ﾃ ｨｸ ･ﾊ ﾞｲ ｵﾚﾝ ｽ塾  

H1 7 長 崎 ま ち づ く り 事 業 家 研 究 塾  

H 1 7 環 境 な が さ き ネ ッ ト ワ ー ク 塾  

H 1 7 長 崎 節 木 塾  

H1 8 N o！ ﾄﾞﾒｽ ﾃ ｨｸ ･ﾊ ﾞｲ ｵﾚﾝ ｽ塾  

H1 8 長 崎 ま ち づ く り 事 業 家 研 究 塾  

H 1 8 環 境 な が さ き ネ ッ ト ワ ー ク 塾  

H 1 8 長 崎 節 木 塾  

H1 8 長 崎 チ ェ ス 塾  

H18 長 崎 の 歴 史 再 発 見 塾  

H18 長 崎 の 食  探 検 塾  

H1 8 生 き も の 再 生 塾  

H18 生 ご み シ ェ イ パ ー ズ 塾  

H19 長 崎 チ ェ ス 塾  

H19 長 崎 の 食  探 検 塾  

H1 9 生 ご み シ ェ イ パ ー ズ 塾  

H19 ち ょ い わ る 団 塊 世 代 の 面 白 発 見 塾  

H 1 9 長 崎 弁 研 究 塾  

H20 残 し て お き た い 長 崎 ﾎﾟ ｰ ﾄ ﾚ ｰ ﾄ塾  

H 2 0 舞 台 裏 お じ ゃ ま 塾  

H20 メ デ ィ エ ー シ ョ ン 研 究 塾  

H21 残 し て お き た い 長 崎 ﾎﾟ ｰ ﾄ ﾚ ｰ ﾄ塾  

H 2 1 長 崎 う ん す ん か る た 塾  

H21 長 崎 EST ｽ ﾃｰ ｸﾎ ﾙﾀ ﾞｰ会 議 塾  

H2 1 長 崎 イ ノ ベ ー シ ョ ン 塾  

H21 Ｃ Ｍ 伝 塾  

H2 1 お は な し 音 楽 塾  

H22 長 崎 EST ｽ ﾃｰ ｸﾎ ﾙﾀ ﾞｰ会 議 塾  

H2 2 長 崎 イ ノ ベ ー シ ョ ン 塾  

H22 お は な し 音 楽 塾  

H22 「 エ コ 名 人 を 探 せ ！ 」 塾  

H23 川 さ る く 森 川 里 海 塾  

H23 長 崎 洋 館 音 楽 舞 踏 塾  

H23 「 エ コ 名 人 を 探 せ ！ 」 塾  

H24 ナ ガ サ キ ポ ル ト ガ ル シ ル シ ル 塾  

H 2 4 長崎ビューポイント探訪塾 

H25 長崎の町ねこ調査隊塾 

H29 わが町公園 de 元気塾 

H3 0 わが町公園 de 元気塾 

R3 令和高島未来塾 

R4 令和高島未来塾 
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目的 

長崎市内で行う、若者が中心となって取り組む、地域の活性化や

魅力的なまちづくりにつながる事業を支援します。この補助金を活

用し活動することで、若者が市民活動へ参加するきっかけとし、こ

れからのまちづくりの担い手・リーダーとして活躍していくことを

目的としています。 

 

対象 

以下のすべての条件を満たす個人又は団体（グループ）が対象に

なります。 

 ・長崎市民又は長崎市に通勤通学している者 

 ・申請者（団体にあっては代表者）が若者（18 歳～29 歳） 

 ・団体の場合、過半数が若者であること 

 ・事務局との連絡調整をスムーズに行えること 

 

補助対象事業 

若者の自由な発想で以下の要件を満たすものを対象事業とします。 

・長崎市内で行う取り組み 

・地域活性化やまちづくりにつながる取り組み 

・新しい取り組み（すでに行っている事業ではない） 

・提案者や協力者、参加者もみんながワクワクする取り組み 

 

名 称  若者まちづくりチャレンジ補助金 

補 助  

金 額  

・10 万円未満…書類審査 

・10 万円以上…書類審査及び、公開プレゼンテーション審査により決定 

補助率 10/10  

 

【 交 付 実 績 】  

年 度  事 業 名  

R6 誰でもふらっと立ち寄れるコミュニティセルフカフェ「よりみち」 

R6 アフリカにある国ってどんな国だろう？ 

 

若者まちづくりチャレンジ補助金 

-86-



長 崎 伝 習 所 要 綱 

 

（目的） 

第 1条 この要綱は、長崎伝習所（以下「伝習所」という。）を設け、市民と行政の

有機的連携を強化することにより、人材の育成と政策を生みだす活動を行い、もっ

て長崎の再生と創造に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第２条 伝習所の事業は、おおむね次のとおりとする。 

⑴ 長崎伝習所「塾」に関すること。 

⑵ その他伝習所の目的を達成するために必要と認められる事業 

 

（組織） 

第３条 伝習所は、総長及び前条に規定する伝習所の事業を実施する者（以下「実施

者」という。）で組織する。 

２ 総長は、長崎市長をもって充てる。 

３ 実施者は、総長が指名する者をもって充てる。 

 

（総長） 

第４条 総長は、伝習所の事業を総理し、伝習所を代表する。 

２ 総長に事故があるときは、あらかじめ、その指名する実施者がその職務を代理す

る。 

 

（運営委員会） 

第５条 伝習所に助言機関として運営委員会を置き、その組織、会議等については、

別に定める。 

２ 運営委員は、総長が指名する者をもって充てる。 

３ 運営委員会は、伝習所の事業について助言することができる。 

 

（資金） 

第６条 伝習所の資金は、長崎市からの補助金、寄付金及びその他のものをもって充

てる。 

２ 資金は、安全かつ確実な方法により管理するとともに、適正な執行に務めなけれ

ばならない。 

 

（事業年度） 

第７条 伝習所の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 
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（決算） 

第８条 伝習所は、毎事業年度の決算を翌年度の５月３１日までに完結しなければな

らない。 

 

（事務局） 

第９条 伝習所の事務局を市民生活部市民協働推進室内に置く。 

 

（委任） 

第 10 条 この要綱に定めるものを除くほか、必要な事項は別に定める。 

 

 

附 則 

この要綱は、平成３年５月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成３年８月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成１０年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、平成２０年 4月 1日から施行する。 

 

附 則（令和元年 8月 1日告示第 487 号） 

この要綱は、告示の日から施行する。 
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 ■ 令和 6年度版 ポスター・チラシ ■ 

●「塾」テーマ募集 

    

 

● 塾生募集 

    

 

● Me-revo          ●まちチャレ補助金    ● 伝習所まつり 

                   

 

 

 

  

▲ チラシ(A3両面)   

▲チラシ(A4)         ▲チラシ(A4)         ▲チラシ(A4) 

 

▲ チラシ(A3両面)   
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長崎伝習所事務局 及び 市民活動センター 位置図 

 

 

地図出典：地理院地図（電子国土Web 標準地図） 

 

市役所へのアクセス方法 

【バス】「市民会館」バス停下車すぐ／「市役所前」（桜町庁舎）バス停下車 徒歩 2分 

【路面電車】「市役所」電停下車すぐ 

【JR】「長崎駅」から徒歩約 20分 

【駐車場】庁舎地下に有料駐車場があります。 

 

市民活動センターへのアクセス方法 

【バス】「市役所上」バス停から徒歩 5分 

【路面電車】「市役所」電停から徒歩 5分、「諏訪神社」電停から徒歩 3分 

【JR】「長崎駅」から徒歩約 20分 

【駐車場】身体障害者用及び荷捌き用のみとなっております。 

お車でお越しの場合は近くの有料駐車場をご利用ください。 

 

諏訪神社電停 

バス停 

長崎伝習所事務局 

（長崎市役所 10 階） 

 

市民活動センター 

至 諫早市方面 
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